
敦
煌
吐
魯
番
「
発
病
書
」
小
考

―
ロ
シ
ア・

ド
イ
ツ
蔵
文
献
の
試
釈
と
『
占
事
略
決
』
と
の
比
較
を
通
し
て

岩　
　

本　
　

篤　
　

志

は
じ
め
に

　

敦
煌
文
献
に
は
占
術
的
な
観
点
か
ら
病
の
治
療
法
を
示
し
た
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
内
容
は
当
時
の
人
び
と
の
世
界

観
や
地
域
社
会
の
あ
り
よ
う
を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料
と
な
り
う
る
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
敦
煌
文
献
「
発
病
書
」（
以
下
、
敦
煌
発
病
書
）
は
ま
さ
に
そ
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
唐
代
政
治
制

度
の
基
本
史
料
『
唐
六
典
』
に
宗
廟・

祭
祀
を
あ
つ
か
う
太
常
寺
太
卜
署
の
職
掌
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
用
式
之
法
」
の
注
と
し
て
「
発

病
」
を
占
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
本
書
は
そ
の
題
名
か
ら
関
係
が
あ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
敦
煌
「
発
病
書
」
の
一
点
で

あ
る
Ｐ
二
八
五
六
の
巻
末
題
記
に
は
「
発
病
書
」
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
、
か
つ
咸
通
三
年
（
八
六
二
）
の
紀
年
が
あ
り
、
唐
代
律

令
制
下
に
お
け
る
太
常
寺
太
卜
署
の
機
能
と
そ
の
占
術
の
様
態
を
知
る
手
が
か
り
と
も
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

敦
煌
発
病
書
は
近
年
、
比
較
的
多
く
の
研
究
者
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
分
析
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
二
〇
〇
一
年
に

公
刊
さ
れ
た
黄
正
建
『
敦
煌
占
卜
文
書
与
唐
五
代
占
卜
研
究
』（
１
）は

、
敦
煌
文
献
の
断
巻
の
整
理
と
比
較
の
観
点
か
ら
そ
の
占
術
の
内
容
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や
構
成
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
つ
い
で
二
〇
〇
三
年
にD

onald H
arper

（
以
後
、
ハ
ー
パ
ー
と
表
記
）
は
黄
正
建
を
う
け
て
、
敦
煌

発
病
書
の
断
巻
を
網
羅
的
か
つ
仔
細
に
分
析
し
、
そ
れ
が
行
年
、
建
除
、
六
壬
な
ど
の
仕
組
み
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う

え
で
、
数
種
の
異
本
の
相
互
関
係
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
二
〇
〇
五
年
に
発
表
さ
れ
た
同
氏
の
英
語
論
文
は
二
〇
〇
三
年
の
仏
語
論
文

を
ふ
ま
え
て
「
発
病
書
」
に
関
す
る
分
析
を
や
や
簡
略
に
ま
と
め
、
禄
命
に
関
す
る
文
献
の
分
析
と
あ
わ
せ
た
も
の
で
あ
る（
２
）。

つ
い
で

二
〇
〇
六
年
に
発
表
さ
れ
た
劉
永
明
「
敦
煌
道
教
的
世
俗
化
之
路

―
敦
煌
「
発
病
書
」
研
究
」
は
ハ
ー
パ
ー
の
研
究
に
言
及
し
な
い

も
の
の
、
黄
正
建
を
承
け
て
発
病
書
を
細
分
類
し
、
道
教
の
流
れ
を
汲
む
占
病
書
と
し
て
、
ま
た
敦
煌
土
着
の
疾
病
観
を
う
か
が
う
史

料
と
し
て
位
置
づ
け
た（
３
）。

　

こ
の
ほ
か
、
ド
イ
ツ
蔵
吐
魯
番
（
ト
ル
フ
ァ
ン
も
し
く
は
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
）
文
献
を
精
査
し
た
栄
新
江
が
数
点
の
発
病
書
の
類
を
み

い
だ
し
て
擬
題
を
付
し
て
い
る（
４
）。

ま
た
、
二
〇
〇
八
年
に
李
応
存
等
は
ロ
シ
ア
蔵
「
発
病
書
」
関
連
文
献
の
全
釈
文
を
は
じ
め
て
提
示

し
た
が（
５
）、

先
行
研
究
の
成
果
を
活
か
し
て
お
ら
ず
、
釈
文
や
資
料
全
体
の
理
解
に
は
多
く
の
問
題
点
が
散
見
さ
れ
る
。

　

敦
煌
文
献
は
発
見
後
ま
も
な
く
各
国
に
分
蔵
さ
れ
、
整
理
や
公
開
に
時
間
を
要
し
た
た
め
、
各
資
料
の
確
認
が
容
易
と
な
っ
た
の
は

ご
く
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
分
野
別
に
研
究
が
す
す
め
ら
れ
て
き
た
た
め
細
分
化
が
著
し
く
、
本
資
料
の
よ
う
に
同
種
の
文
献

を
扱
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
異
分
野
の
研
究
者
の
成
果
が
十
分
参
照
さ
れ
ず
に
研
究
が
進
め
ら
れ
る
状
況
が
ま
ま
生
じ
る
。

　

筆
者
は
二
〇
一
一
年
二
月
、
二
〇
一
二
年
二
月
の
二
度
に
わ
た
っ
て
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学

研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
る
敦
煌
文
献
の
調
査
を
お
こ
な
っ
た
ほ
か（
６
）、
二
〇
一
二
年
九
月
に
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
に
て
二
〇
世

紀
初
頭
に
ド
イ
ツ
探
検
隊
が
高
昌
故
城
お
よ
び
吐
峪
溝
よ
り
搬
出
し
た
吐
魯
番
文
献
を
閲
覧
し
、
こ
れ
ら
「
発
病
書
」
関
連
資
料
を
調

査
す
る
機
会
を
得
た
。

　

本
稿
で
は
先
行
研
究
の
知
見
を
整
理
し
て
網
羅
的
に
断
片
の
文
書
番
号
を
示
す
と
と
も
に
、
残
さ
れ
た
問
題
点
を
中
心
に
論
じ
る
こ
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と
で
、
九
世
紀
前
後
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
疾
病
観・

世
界
観
の
一
端
を
あ
き
ら
か
に
す
る
一
助
と
し
た
い
。

１　
先
行
研
究
の
整
理
と
問
題
点

　

で
は
先
行
研
究
の
知
見
を
整
理
し
な
が
ら
、
発
病
書
の
紹
介
を
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

ま
ず
黄
正
建
は
そ
の
著
書
に
お
い
て
、
敦
煌
発
病
書
と
し
て
、
Ｐ
二
八
五
六
、
Ｐ
二
九
七
八
Ｖ
、
Ｐ
三
〇
八
一
、
Ｐ
三
〇
八
一
Ｖ
、

Ｐ
三
四
〇
二
Ｖ
、
Ｐ
三
五
五
六
Ｖ
、
Ｓ
一
四
六
八
、
Ｓ
六
一
九
六
、
Ｓ
六
二
一
六
、
Ｓ
六
三
四
六
、
Д
х
一
二
五
八
、
Д
х
一
二
五
九
、

Д
х
一
二
八
九
、
Д
х
二
九
七
七
、
Д
х
三
一
六
二
、
Д
х
三
一
六
五
、
Д
х
三
八
二
九
、
Д
х
五
〇
六
Ｖ
の
十
七
件
（
両
面
が
関
わ

る
Ｐ
三
〇
八
一
は
一
件
と
数
え
た
）
を
と
り
あ
げ
、
発
病
書
も
し
く
は
そ
れ
に
類
す
る
文
献
を
「
占
病
」
類
と
し
た
。
な
お
、
黄
正
建

は
Д
х
一
二
五
八
、
一
二
五
九
、
一
二
八
九
、
二
九
七
七
、
三
一
六
二
、
三
一
六
五
、
三
八
二
九
を
一
連
の
文
献
と
し
て
扱
う
の
で
計

十
二
件
と
数
え
る
。

　

黄
正
建
が
著
書
で
最
初
に
取
り
上
げ
た
Ｐ
二
八
五
六
は
断
巻
で
は
あ
る
が
、
か
な
り
の
分
量
が
残
っ
て
お
り
、
記
さ
れ
た
十
種
の
う

ち
八
種
に
は
そ
の
論
理
に
ふ
さ
わ
し
い
題
名
（
見
出
し
）
が
あ
り
「
発
病
書
」
研
究
の
基
本
的
な
一
点
と
み
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
Ｐ
三

四
〇
二
Ｖ
か
ら
は
五
種
の
占
法
を
み
い
だ
し
、
そ
の
う
ち
三
種
が
そ
の
論
理
や
語
彙
か
ら
Ｐ
二
八
五
六
と
重
複
す
る
占
法
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
発
病
書
が
『
唐
六
典
』
太
常
寺
太
卜
署
の
職
掌
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
発
病
」
を
占
う
こ
と
と
関
係
す
る
可

能
性
を
は
じ
め
て
指
摘
し
、
そ
の
他
の
発
病
書
断
片
と
の
関
係
も
お
お
よ
そ
あ
き
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
断
巻
の
間
に
完
全
に
一

致
す
る
占
文
は
少
な
く
、
同
一
写
本
も
し
く
は
同
系
統
の
写
本
は
比
較
的
少
な
い
も
の
の
、
見
い
だ
さ
れ
る
論
理
や
語
彙
の
相
似
か
ら

そ
れ
ら
を
細
分
類
が
可
能
（
後
掲
の
表
を
参
照
）
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
黄
は
そ
の
一
部
に
は
陰
陽
五
行
や
天
体
運
行
に
関
す
る
知
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識
を
組
み
合
わ
せ
た
六
壬
式
と
関
わ
り
が
あ
る
語
彙
や
論
理
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り（
７
）、

占
法
の
史
的
展
開
を
考
え

る
上
で
も
興
味
深
い
。

　

こ
れ
を
う
け
て
、
ハ
ー
パ
ー
と
劉
永
明
は
そ
れ
ぞ
れ
の
占
法
を
分
析
し
、
そ
の
他
の
発
病
書
断
片
が
そ
の
技
法
か
ら
見
て
ど
の
占
法

に
属
す
か
を
詳
述
し
た
。
ハ
ー
パ
ー
は
そ
れ
が
「
十
干
」「
十
二
支
」「
陰
陽
」「
四
神
」
は
も
と
よ
り
「
行
年
」「
建
除
」「
六
壬
」
な
ど

の
仕
組
み
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
が
こ
れ
よ
り
も
時
代
を
さ
か
の
ぼ
る
道
教
系
文
献
と
あ
い
通
じ
る
部
分
が
あ
る
こ

と
と（
８
）、

新
た
に
Д
х
五
九
二
四
、
Ｐ
四
七
三
二
Ｖ
な
ど
数
種
に
お
よ
ぶ
異
本
断
片
の
相
互
関
係
を
あ
き
ら
か
に
し
、
く
わ
え
て
ド
イ
ツ

蔵
の
吐
魯
番
文
献
か
ら
「
発
病
書
」
と
み
な
さ
れ
る
二
点
を
紹
介
し
た（
９
）。

　

劉
永
明
は
ハ
ー
パ
ー
に
は
言
及
し
て
お
ら
ず
敦
煌
文
献
に
扱
い
を
絞
る
が
、
そ
の
分
析
は
詳
細
で
あ
る
。
特
に
敦
煌
発
病
書
が
も
つ

道
教
的
要
素
に
注
目
し
、『
太
平
経
』
や
『
雲
笈
七
籤
』『
千
金
翼
方
』
等
と
の
比
較
か
ら
こ
の
史
料
が
道
教
史
研
究
に
し
め
る
重
要
性

を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
敦
煌
発
病
書
と
し
て
残
存
す
る
も
の
に
複
数
の
異
本
が
確
認
で
き
る
も
の
の
、
条
文
間
の
矛
盾
な
ど
洗
練
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
中
原
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
敦
煌
の
地
域
性
を
反
映
し
た
も
の
と
し
、
抽
出
さ
れ
た
病
名
に
当
時
の

敦
煌
の
人
々
の
疾
病
観
を
み
た
。
そ
の
ほ
か
劉
は
先
行
研
究
が
あ
げ
て
い
な
か
っ
た
Д
х
五
一
九
三
、
Д
х
六
七
六
一
（
両
面
）
な
ど

も
占
病
書
で
あ
る
と
し
（
（1
（

、
杏
雨
書
屋
所
蔵
の
敦
煌
文
献・
羽
一
五
が
、
発
病
書
の
「
推
年
立
法
」（
後
掲
の
表
で
Ｂ
に
あ
た
る
）
に
ほ
ぼ

相
当
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
を
も
示
し
た
。
ま
た
、
発
病
書
か
ら
病
因
に
関
わ
る
神
霊
と
し
て
「
司
命
、
竈
君
、
北
君
、
土
公
、
社
公
、

丈
人
、
宅
神
、
樹
神
、
天
神
、
高
貴
大
神
」、
鬼
類
と
し
て
「
司
命
鬼
、
客
死
鬼
、
星
死
鬼
、
無
後
鬼
、
斷
後
鬼
、
溺
死
鬼
、
狂
死
鬼
、

獄
死
鬼
、
女
子
鬼
、
女
祥
鬼
、
兵
死
鬼
」
を
抽
出
し
、
発
病
書
に
示
さ
れ
た
十
二
月
将
（
六
壬
式
に
関
わ
る
）
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析

も
お
こ
な
っ
て
い
る
（
（1
（

。

　

以
上
、
お
お
ま
か
な
紹
介
で
は
あ
る
が
、
先
学
三
者
の
知
見
に
本
論
の
見
解
も
加
え
た
か
た
ち
で
表
１
に
発
病
書
の
占
法
の
細
分
類
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表
１　
『
発
病
書
』
の
細
分
類

Ａ
．
推
男
女
年
立
算
厄
法
（
擬
）
年
令
を
軸
と
し
て
年
ご
と
に
男
女
の
「
算
」「
厄
」
を
示
す
。
占
文
例
：
男

立
辛
亥
笇
有
二
忌
井
。

Ｐ
二
八
五
六・

Ｐ
三
八
九
六
Ｖ

Ｂ
．
推
年
立
法

年
の
十
二
支
の
順
に
一
支
毎
に
上
に
符
を
記
し
、
下
に
占
文
を
示
す
。
占

文
例
：
年
立
丑
人
、
忌
六
月
十
二
月
、
帯
此
符
大
吉
。
年
立
丑
青
色
人
、

衰
十
二
月
丑
日
六
月
未
日
。（
な
お
、
Ｐ
二
八
五
六
は
末
尾
に
身
体
の
各
部

に
「
木
」「
土
」「
中
」ま
た
病
人
の
周
囲
に「
天
子
」と
記
す
と
吉
と
す
る

占
法
を
付
記
）

Ｐ
二
八
五
六・

Ｐ
三
四
〇
二
Ｖ・

Ｐ
二
九
七
八
Ｖ・

羽
一
五

Ｃ
．
推
得
病
日
法

日
の
十
二
支
順
に
病
人
の
容
態
等
を
示
す
。
六
壬
占
に
み
ら
れ
る
十
二
神

将
と
鬼
の
名
と
対
処
法
が
示
さ
れ
る
。
占
文
例
：
寅
日
病
者
不
死
、
寅
者

功
曹
天
上
主
當
土
萬
物
、
故
知
不
死
、
女
輕
男
重
。

Ｐ
二
八
五
六・

Ｓ
六
二
一
六・

Д
х
五
〇
六
Ｖ
＋・

Д
х
五
一

九
三・

Д
х
一
二
五
八
＋・

Д

х
四
二
五
二・

Ｐ
四
七
三
二
Ｖ・

Ｃ
ｈ
三
一
四
八・

Ｕ
三
八
八
七

Ｄ
．
推
初
得
病
日
鬼
法

日
の
十
二
支
の
順
に
符
と
占
文
を
示
す
。
占
文
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
関
わ
る

鬼
の
名
が
示
さ
れ
、
各
占
文
末
文
は
「
此
符
朱
書
～
（
吉
、
大
吉
、
急
急

如
律
令
の
い
ず
れ
か
）」
と
な
る
。

Ｐ
二
八
五
六・

Ｓ
六
二
一
六

Ｅ
．
推
得
病
時
法

時
の
十
二
支
の
順
に
符
を
記
し
、
病
人
の
容
態
等
を
示
す
。
六
壬
占
に
み

ら
れ
る
十
二
神
将
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
占
文
例
：
亥
時
病
者
男
輕
女
重
。

功
曹
病
。
功
曹
者
天
之
五
官
、
主
生
命
不
死
。

Ｐ
二
八
五
六・

Ｐ
三
四
〇
二
Ｖ・

Ｓ
六
三
四
六

Ｆ
．
推
十
二
祗
得
病
法

建
除
（
十
二
直
）
の
順
に
病
人
の
容
態
等
を
示
す
。
占
文
例
：
建
日
病
者
、

犯
東
方
土
公
丈
人
索
食
。
祀
不
了
有
龍
蛇
爲
恠
。
家
親
所
爲
。
解
之
大
吉
。

七
日
差
。

Ｐ
二
八
五
六・

Ｐ
三
四
〇
二
Ｖ・

Ｓ
六
三
四
六・

Д
х
一
二
五
八

＋

Ｇ
．
推
四
方
神
頭
脇
日
得
病
法

四
神
の
頭・

脇・

足
な
ど
の
順
に
記
さ
れ
る
。
た
だ
し
朱
雀
に
は
そ
う
し

た
区
別
は
な
く
、
ま
た
玄
武
の
記
述
が
な
い
。
占
文
例
：
白
虎
頭
日　

二

日
九
日
十
七
日
廿
四
日
。

Ｐ
二
八
五
六・

Ｓ
六
三
四
六・
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を
提
示
し
、
表
２
に
劉
永
明
が
示
し
た
「
発
病
書
」
か
ら
抽
出
し
た
十
二
月
将
と
十
二
支
の
関
係
に
つ
い
て
整
理
し
た
。
ま
た
行
論
の

都
合
上
、
表
１
に
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
記
号
を
付
し
た
。
な
お
紙
幅
の
都
合
上
、
本
論
で
示
し
た
資
料
間
の
綴
合
関
係
に
つ
い
て
は

Ｈ
．
推
五
子
日
病
法

符
を
示
し
、
日
の
干
支
毎
に
病
人
の
容
態
、
鬼
と
の
関
わ
り
合
い
を
示
す
。

五
子
日
と
は
「
甲
子・

丙
子・

戊
子・

庚
子・

壬
子
」
の
よ
う
な
五
通
り

の
組
み
合
わ
せ
。
他
支
も
同
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。
占
文
例
：
甲
子
病
者
、

至
庚
午
差
。
星
死
鬼
所
作
求
之
、
吉
。

Ｐ
二
八
五
六・

Ｃ
ｈ
四
六
八

Ｉ
．
推
十
干
病
法

十
干
を
二
つ
一
組
（
甲
乙
な
ど
）
と
し
て
病
の
吉
凶
を
示
す
。
占
文
例
：

甲
乙
日
病
者
青
色
凶
。
非
其
色
吉
。

Ｐ
二
八
五
六・

Ｐ
三
五
五
六
Ｖ・

Ｐ
三
四
〇
二
Ｖ

Ｊ
．
推
人
十
干
支
生
人
受
命
法

�
（
擬
）
十
二
支
の
順
に
遊
年・

五
厄・

受
命
な
ど
を
示
す
。
占
文
例
：
午
生
人
年

九・

十
八・

卅
四・

五
十
四・

六
十
一
、
五
厄
不
死
、
受
命
九
十
、
得
五

子
力
。

Ｐ
二
八
五
六

Ｋ
．
推
五
行
日
得
病
法
（
擬
）

符
を
二
つ
示
し
、
日
の
五
行
（
金
木
水
火
土
の
順
）
と
男
女
い
ず
れ
か
に

よ
っ
て
容
態
お
よ
び
吉
凶
を
示
す
。
占
文
例
：
金
日
病
者
、
男
凶
女
吉
、

金
是
白
虎
、
故
知
男
凶
女
吉
、
以
火
着
病
人
頭
邊
、
吉
。

Ｐ
三
四
〇
二
Ｖ・

Ｓ
六
一
九
六

Ｌ
．
推
十
二
月
病
厭
鬼
法
（
擬
）
病
の
原
因
と
な
る
鬼
が
ど
の
方
角
か
ら
く
る
の
か
を
十
二
ヶ
月
の
順
で
示

す
。
占
文
例
：
正
月
病
者
、
鬼
從
南
来
。

Ｐ
三
四
〇
二
Ｖ・

Ｓ
六
一
九
六

Ｍ
．
推
十
二
時
得
病
軽
重
法

�

（
擬
）
時
の
十
二
支
の
順
に
病
因
と
な
る
鬼
に
つ
い
て
他
の
占
法
以
上
に
詳
述
さ

れ
る
。
占
文
例
：
戌
日
病
者
、
鬼
姓
清
、
名
仲
卿
、
十
五
鬼
、
右
人
家
宅

西
北
下
崖
孔
中
。

Ｓ
一
四
六
八・

Ｃ
ｈ
一
六
一
七

Ｖ

Ｎ
．
十
二
時
厭
法
（
擬
）

時
の
十
二
支
順
に
病
人
が
平
癒
す
る
た
め
に
な
す
べ
き
こ
と
を
示
す
。
占

文
例
：
寅
日
得
病
者
、
須
死
人
骨
一
枚
、
大
豆
三
升
、
生
鐵
十
斤
、
取
子

上
土
四
升
作
泥
、
置
申
上
去
舎
七
十
歩
亦
七
歩
、
即
差
。

Ｓ
一
四
六
八

Ｏ
．
十
二
時
病
男
女
軽
重
法

�

（
擬
）
時
の
十
二
支
の
順
に
男
女
い
ず
れ
の
病
が
重
く
な
る
か
を
示
す
。
占
文
例
：

子
日
病
者
、
女
重
男
輕
。

Ｓ
一
四
六
八
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「
＋
」
を
付
記
し
、
文
書
番
号
は
一
点
の
み
を
記
し
て
、
他
を
省
略
し
た
。
次
に
表
２
に
つ
い
て
付
記
し
て
お
く
と
、
発
病
書
の
細
分
類

の
う
ち
「
Ｃ
．
推
得
病
日
法
」、「
Ｅ
．
推
得
病
時
法
」
で
用
い
ら
れ
て
い
る
占
法
に
見
ら
れ
る
十
二
月
将
と
十
二
支
の
関
係
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
劉
は
こ
の
二
通
り
の
関
係
は
「
月
建
」
と
「
月
将
」
を
合
す
る
「
六
合
」
の
関
係
に
よ
っ
て
説
明
可
能
と
す
る
。
ま
た

こ
の
「
推
得
病
日
法
」
の
十
二
月
将
と
十
二
支
の
関
係
は
、
隋
の
蕭
吉
に
よ
る
『
五
行
大
義
』
に
示
さ
れ
た
六
壬
式
に
用
い
ら
れ
る
も

の
と
同
じ
で
あ
る
（
（1
（

。

　

以
上
が
黄
正
建
、
ハ
ー
パ
ー
、
劉
永
明
の
三
者
の
研
究
の
要
点
の
一
部
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
成
果
も
敦
煌
発
病
書
、
Ｐ
二
八
五
六
と

Ｐ
三
四
〇
二
Ｖ
お
よ
び
そ
の
異
本
に
関
す
る
詳
細
な
分
析
を
示
し
て
お
り
、
後
学
に
資
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
。

　

た
だ
、
残
存
す
る
資
料
か
ら
得
ら
れ
る
書
写
者
や
持
ち
主
に
関
す
る
情
報
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
書
写
者
が
道
教

教
団
に
関
わ
る
人
物
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
こ
れ
ま
で
の
検
討
で
は
不
明
で

あ
る
。
ま
た
先
述
の
よ
う
に
唐
朝
が
中
央
政
権
に
設
置
し
た
太
常
寺
太
卜
署

で
も
「
発
病
」
に
関
わ
る
占
書
と
六
壬
式
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
や
敦
煌

に
は
占
卜
に
関
わ
る
地
方
機
関
「
州
学
陰
陽
」
や
「
伎
術
院
」
が
設
置
さ
れ
、

そ
こ
で
書
写
さ
れ
た
写
本
の
何
点
か
が
敦
煌
文
献
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
（
（1
（

、

そ
う
し
た
機
関
の
占
法
と
の
関
係
性
も
捨
て
き
れ
な
い
で
あ
ろ
う
（
（1
（

。
つ
ま
り

敦
煌
「
発
病
者
」
は
劉
永
明
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
道
教
の
世
俗
化
」
を
示

す
史
料
で
あ
る
と
同
時
に
、
唐
朝
と
い
う
政
治
権
力
の
も
と
に
管
理
さ
れ
て

い
た
占
卜
の
世
俗
化
と
い
う
側
面
を
み
る
こ
と
も
可
能
な
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

表２　「発病書」の十二月将と十二支

推得病日法 推得病時法 相互関係
子 神后 丑 神后 子与丑合
丑 大吉 子 大吉 子与丑合
寅 功曹 亥 功曹 寅与亥合
卯 太冲 戌 太冲 卯与戌合
辰 天剛 酉 天剛 辰与酉合
巳 太一 申 太一 巳与申合
午 勝光 未 勝光 午与未合
未 小吉 午 小吉 午与未合
申 傳送 巳 傳送 巳与申合
酉 從魁 辰 從魁 辰与酉合
戌 天魁 卯 天魁 卯与戌合
亥 徴明 寅 徴明 寅与亥合

　※劉永明論文にもとづき整理。
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ま
た
劉
永
明
は
敦
煌
発
病
書
の
残
巻
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
豊
富
さ
、
そ
し
て
そ
こ
に
生
じ
る
占
文
の
相
互
矛
盾
等
か
ら
、
そ
れ
が

中
原
伝
来
の
も
の
そ
の
も
の
で
な
い
と
し
て
、
そ
こ
に
地
域
性
を
見
い
だ
し
て
い
る
が
、
他
地
域
に
敦
煌
発
病
書
と
類
す
る
文
献
が
存

在
す
る
の
か
、
ま
た
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
比
較
を
し
て
み
る
こ
と
も
必
要
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
検
討
は
中

国
王
朝
の
周
辺
に
伝
わ
っ
た
思
惟
方
法
や
世
界
観
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
で
も
意
義
が
あ
ろ
う
。

　

こ
の
点
で
ハ
ー
パ
ー
が
敦
煌
以
外
の
（
比
較
的
近
接
地
で
は
あ
る
が
）
吐
魯
番
文
献
か
ら
「
発
病
書
」
と
み
な
さ
れ
る
二
点
を
紹
介

し
て
い
る
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
も
つ
が
、
ド
イ
ツ
蔵
吐
魯
番
文
献
の
概
要
を
示
す
目
録
を
作
成
し
た
栄
新
江
は
合
計
四
点
に
「
発
病

書
」
類
の
擬
題
を
付
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
あ
ら
た
め
て
吐
魯
番
文
献
の
「
発
病
書
」
類
の
確
認
を
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
以
上
の
よ
う
に
発
病
書
（
ま
た
は
占
病
類
）
の
研
究
は
、
比
較
的
、
形
式
が
整
っ
て
残
存
し
た
敦
煌
発
病
書
Ｐ
二
八
五
六
、

Ｐ
三
四
〇
二
Ｖ
を
中
心
と
し
て
異
本
を
位
置
づ
け
て
い
く
か
た
ち
で
展
開
さ
れ
、
英
仏
文
献
が
中
心
に
提
示
さ
れ
た
が
、
異
本
に
あ
た

る
ロ
シ
ア
蔵
文
献
の
釈
文
は
ほ
と
ん
ど
提
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
多
く
の
研
究
者
が
依
拠
す
る
上
海
古
籍
出
版
社
刊
行
の
ロ

シ
ア
蔵
敦
煌
文
献
の
影
印
本
『
俄
蔵
敦
煌
文
献
』（
全
十
七
冊
、
一
九
九
三
～
二
〇
〇
二
年
）
の
該
当
文
献
の
写
真
と
文
献
番
号
の
提
示

が
不
十
分
か
つ
不
正
確
で
あ
っ
た
た
め
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
二
〇
〇
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
李
応
存
等
（
著
）『
俄
羅
斯
蔵
敦

煌
医
薬
文
献
輯
要
』
は
医
薬
文
献
の
一
種
と
し
て
ロ
シ
ア
蔵
敦
煌
発
病
書
文
献
の
ほ
ぼ
全
て
の
釈
文
を
は
じ
め
て
提
示
し
た
が
（
（1
（

、
以
上

の
先
行
研
究
の
成
果
を
活
か
し
て
お
ら
ず
、
釈
文
や
資
料
全
体
の
理
解
に
は
多
く
の
問
題
点
が
散
見
さ
れ
る
。

　

以
下
で
は
、
こ
う
し
た
先
行
研
究
へ
の
批
判
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
ま
ず
ロ
シ
ア
蔵
敦
煌
発
病
書
文
献
の
全
試
釈
を
提
示
し
た
上

で
敦
煌
発
病
書
の
論
理
を
再
確
認
し
、
そ
の
後
に
敦
煌
以
外
の
発
病
書
に
関
連
す
る
占
書
と
の
比
較
を
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
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二　
発
病
書
の
論
理
―
ロ
シ
ア
蔵
敦
煌
文
献
を
中
心
に

　

こ
こ
で
は
断
片
的
で
あ
る
が
故
に
、
や
や
分
析
に
問
題
が
残
る
ロ
シ
ア
蔵
文
献
（
Д
х
一
二
五
八
、
一
二
五
九
、
一
二
八
九
、
二
九

七
七
、
三
一
六
二
、
三
一
六
五
、
三
八
二
九
、
五
〇
六
Ｖ
）
お
よ
び
新
た
に
ハ
ー
パ
ー
お
よ
び
劉
永
明
に
よ
っ
て
発
病
書
と
見
な
さ
れ

た
Д
х
五
一
九
三
、
五
九
二
四
、
六
七
六
一
、
李
応
存
が
指
摘
し
た
Д
х
四
二
五
三
（
合
計
十
二
件
）
を
あ
わ
せ
、
既
知
の
ロ
シ
ア
蔵

敦
煌
発
病
書
の
釈
文
と
し
て
示
す
も
の
と
し
た
い
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
論
す
る
よ
う
に
筆
者
が
適
切
と
考
え
た
順
に
排
列
し
、
断
片
毎
に
○
番
号
を
付
し
た
。
ま
た
筆
者
が
二
〇
一

二
年
二
月
に
実
資
料
を
調
査
し
た
際
に
は
こ
れ
ら
の
お
お
か
た
に
一
連
の
Д
х
Н
（「
敦
煌
新
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
）
と
い
う
新
番
号
が

ふ
ら
れ
て
い
た
の
で
併
記
し
た
。
こ
れ
ら
は
お
よ
そ
残
片
の
形
態
や
筆
跡
な
ど
か
ら
、
同
一
の
冊
子
体
の
一
部
と
み
ら
れ
る
①
～
⑨
、

同
一
写
本
の
一
部
と
し
て
綴
合
す
る
⑩
と
⑪
、
細
片
で
あ
る
⑫
⑬
と
い
う
三
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
筆
者
は
Д
х
四
二
五
三
、
五
一
九
三
、
五
九
二
四
、
六
七
六
一
を
実
見
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
料
紙
は
い
ず
れ
も
薄

く
て
漉
き
目
（
一
セ
ン
チ
あ
た
り
四
本
）
が
目
立
つ
粗
紙
と
よ
ん
で
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
①
～
⑨
の
料
紙
の
い
ず
れ
に
も
片
端

に
糊
が
つ
い
て
い
た
と
お
も
わ
れ
る
黒
ず
み
が
あ
り
、
元
来
、
冊
子
（
粘
葉
装
）
の
形
態
で
あ
っ
た
こ
と
と
両
面
が
使
用
さ
れ
て
い
る

断
片
に
つ
い
て
は
各
断
片
の
ど
ち
ら
が
第
一
面
で
あ
る
か
が
明
瞭
で
あ
る
。
料
紙
は
い
ず
れ
も
欠
損
し
て
は
い
る
が
、
⑦
⑧
の
欠
損
は

比
較
的
少
な
く
、
そ
の
大
き
さ
は
縦
一
二
．
五
セ
ン
チ
、
横
九
．
八
セ
ン
チ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
料
紙
の
質
や
形
態
な
ど
か
ら
筆
者
は

張
氏
帰
義
軍
期
、
九
～
十
世
紀
の
も
の
と
推
測
す
る
。
な
お
、
④
は
綴
合
可
能
な
二
断
片
Д
х
一
二
五
八
―
二
と
Д
х
三
一
六
二
か
ら

成
り
、
新
番
号
は
Д
х
Н
一
〇
九
〇
―
四
で
あ
る
。
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①　
Д
х
二
九
七
七
（
Д
х
Н
一
〇
九
〇
―
一
）

１　

天
牢
鬼
鏡
圖
并
推
得
日
法

２　
　
　
　
　
　
　
　
　

張
師
天
撰

②　
Д
х
三
一
六
五　
（
Д
х
Н
一
〇
九
〇
―
二
）

１　

 
繋
、
無
罪
病
者
自
差 

２　

 

者
因
繋
速
出
定 

３　

 

病
者
速
差 

４　

 

内
者
因
繋
、
難
出
訴
訟 

５　

 

者
達
差 

６　

 

第
三
牢
内
者
、
日
繋
有
罪
、
單
訴
□ 

７　

 

病
者
憂
重

③　
Д
х
一
二
五
八
―
一
（
Д
х
Н
一
〇
九
〇
―
三
）	
― V

erso 

―

１　

子
日
病
者
不
死
、
何
以
知
之
、
神
后
南 

２　

之
孫
注
人
命
、
何
以
不
死
、
病
者
□ 

３　

手
足
頭
□
□
從 

４　

人
來
□
□
神 

６　
 

□
人
□ 

７　

頭
痛
及
□
□
心
腹 

８　

解
謝
之
、
吉
。
巳
日
小
差
□ 

９　

死
在
酉
日
、
知
之
。
男
輕
女
重 

斗
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５　

 

々
生 

10　

寅
日
病
者
不
死
、
何
以
知
之
。
寅
者 

④　
Д
х
三
一
六
二
＋
Д
х
一
二
五
八
―
二　
（
Д
х
Н
一
〇
九
〇
―
四
）

１　

曹
、
天
上
五
官
注
人
壽
命
、
以
知
不
死
。
（
病
）

２　

者
嘔
逆・
下
寒・

寒
熱
。
崇
在
丈
人
、
比 

３　

午
日
小
差
、
申
日
大
差
、
生
死
在
戌
、
□ 

４　

重
女
輕
、
解
之
、
大
吉
。 

５　

甲
日 

― V
erso 

―

６　

辰
日
病
者 

７　

天
罡
天
上
旺
吏
、
主
人
命
、
以
知
大 

８　

病
者
、
頭
痛
小
腹
脹
満
。
崇
在
□

９　

丈
人
、
解
謝
之
、
吉
。
申
日
小
差
、
戌
日
大 

10　

差
、
生
死
在
子
日
、
男
女
倶
從
外
得 

⑤
Д
х
一
二
五
八
―
三
（
Д
х
Н
一
〇
九
〇
―
五
）	

― V
erso 

―

１　

巳
日
病
者
不
死
、
何
以
知
之
。
巳
者 
（
太
）

２　

乙
天
上
南
斗
之
子
、
注
主
人
命
、
以
知
□

３　

死
、
病
者
頭
痛
、
飲
食
不
下
□
□

４　

□
命
上
土
、
解
謝
之
、
吉
。
酉
日
□

５　

日
大
差
、
生
死
在
丑
、 

６　

午
日
病
者
、 

７　

光
天
上
都 

８　

病
者
頭
痛 

９　

下
、
崇
在
丈
人 

10　

大
差
、
生
死
在
寅
日
、
女
□ 

11　

未
日
病
者
小
厄
、
何
以
知
之
、
未
者

12　

天
上
橋
女
、
主
侍
人
命
、
故
知
小
厄
。

13　

者
頭
痛
、
下
寒
下
熱
、
崇
在
丈 

14　

注
鬼
、
解
謝
之
、
吉
、
亥
日
小
差
、
丑
日 
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⑥　
Д
х
六
七
六
一	

― V
erso 

―

１　

大
差
。
生
死
在
卯
日
、
女
重
男
輕
。

２　

申
日
病
者
不
死
、
何
以
知
之
。
申
天 

３　

送
、
天
上
主
簿
主
人
命
、
故
之
不
死 

４　

者
頭
痛
手
足
心
腹
、
崇
在
丈
人
□ 

５　

解
之
者
子
日
□
□
寅
日
大
差
。
崇 

６　

死
□
□
、
女
輕
男
重
。

７　

□
□
病
□
□
何
以
知
之
、
酉
者
□ 

８　

魁
天
上
□
□ 　

 

□
収
人
命
、
故
知
小
困
。

９　

病
者
頭
痛
、
四
支
寒
熱
、
崇
在
丈
人 

10　

外
鬼
、
解
謝
之
、
吉
。
丑
日
小
降
、
卯
日
大
差 

11　

生
死
在
巳
日
、
男
軽
女
重
。

12　

戌
日
病
者
大
困
、
何
以
知
之・

戌
者
□ 

13　

天
上
北
君
注
択
人
命
、
文
案
、
故
知 

14　

困
、
病
者
頭
痛
腰
背
上
氣
、
崇 

⑦　
Д
х
一
二
五
九
（
Д
х
Н
一
〇
九
〇
―
七
）	

― V
erso 

―

１　

在
天
神・

北
君
求
謝
之
、
吉
。
寅
日
小
降

２　

辰
日
大
差
、
生
死
在
子
日
、
女
輕
男
重
。

３　

亥
日
病
者
小
厄
、
何
以
知
之
、
徴
明
天
□

４　

南
㪷
之
孫
、
注
得
人
命
、
故
知
不
死
。
□

５　

者
頭
痛
、
手
足
寒
熱
、
□
減
乍
加
、
崇

６　

在
丈
人・

北
君
、
求
謝
之
、
吉
。
卯
日
小
降
、
巳

７　

日
大
差
、
死
生
在
未
日
、
男
重
女
輕
。

８　

推
得
病
日
法

９　

建
日
病
者
、
犯
東
方・

土
公・

丈
人・

索
食
、 　

 

10　

祭
不
了
、
有
龍
蛇
為
恠
、
家
親
所
為

11　

解
之
、
吉
。
七
日
差
。
除
日
病
者
、
客
死
鬼
□

12　

為
崇
、
來
去
有
時
、
耗
人
財
物
、
令
人
□

13　

訟
急
須
安
宅
、
解
之
、
吉・

五
日
差
、
満
日

14　

病
者
、
断
後
不
葬
鬼
、
□
人
為
崇
、
病 　

 

長

祀

者
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⑧　
Д
х
一
二
八
九
（
Д
х
Н
一
〇
九
〇
―
八
）	

― V
erso 

―

１　

寒
熱
、
解
送
之
、
吉
。
七
日
小
降
、
十
日
大
差
。

２　

平
日
病
者
、
西
南
有
造
作
、
犯
触
神
樹 

３　

不
葬
鬼
為
之
、
急
謝
之
、
五
日
小
降
、
七
日
大
□

４　

定
日
病
者
、
大
神
并
司
命
鬼
為
崇
□

５　

者
心
腸
脹
満
、
須
謝
飼
之
、
吉
。
七
日
小
降

６　

十
日
大
差
、
執
日
病
者
、
有
大
神
及
□

７　

願
不
賽
丈
人
、
將
新
死
鬼
爲
崇
、
解

８　

送
之
、
吉
。
七
日
小
降
、
十
日
大
差
。
破
日
病
者

９　

犯
解
家
廢
、
竈
土
公・

丈
人
欲
得
命 

10　

并
星
死
鬼
爲
之
、
解
送
之
、
吉
。
五
日
小
降
、

11　

七
日
大
差
、
危
日
病
者
、
犯
解 

12　

南
樹
神・

丈
人
嗔
責
、
遺
客
死
鬼
□

13　

解
謝
送
、
吉
。
七
日
小
降
、
十
日
大
差

⑨　
Д
х
三
八
二
九
（
Д
х
Н
一
〇
九
〇
―
六
）	

― V
erso 

―

１　
　
　
　
　

詩
曰

２　

裏
気
五
鬼
憂
飛
災
、
不
宜
買
六
□ 

３　
　
　

來
更
忌
予
喪
、
升
動
、
土
定
應
□ 

４　
　
　

病
損
賤
財

５　

絶
命
禍
害
百
不
宜
、
迎
師
問
病
及

６　
　
　

□
由
差
往
、
此
□
□
患
厄
病

７　
　
　

困
死
無
随

８　
　
　

方
背
□
□
□
寅 

９　
　
　

財
升
六
畜
、
孳
生
万
陪
定 

10　

天
醫
之
方
、
宜
服
藥
求
師
、
療
病
□ 

11　
　
　

惡
針
灸
一
切
、
注
其
方
、
先
聖 

12　
　
　

注
定
不
錯

13　

黄
帝
曰
、
凡
人
災
併
之
方
、
名
曰 

14　
　
　

往
來
其
地
、
不
見
死
亡
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⑩　
Д
х
五
〇
六
Ｖ
＋ 

⑪
Д
х
五
九
二
四
（
┃
は
⑩
と
⑪
の
綴
合
箇
所
）

１　
 　

 

字
小
光
在
午
地
、
去
舎
九
十
歩
□
□
□ 

２　
 

日
小
除
、
戌
日
大
差
、
生
死
忌
。
丑
日・

巳
日
病
者
不 

３　

 

病
人
赤
黒
色
、
頭
痛
、
咽
喉
患
、
有
手 

４　

蹉
跌
所
病
見
血
、
崇
在
養
鬼・

竈
君
、
不
去
虚
耗 

（
⑪
Д
х
五
九
二
四
）

５　

字
爲
孖
各
（
名
）
阿
貴
在
舎
、
東
雷
（
南
）
地
去
七
十
歩
、
以
┃
米
人
、
伐
送
之
。
酉
日
□
□
□

６　

差・

生
死
忌
丑
日・
寅
日
。
午
日
病
者
小
因
（
困
）、
午
者
┃
勝
光
、
天
上
都
尉
、
信
教
清
嚴
、
故

７　

知
小
困
不
死・

其
病
人
赤
色
、
頭
嗔
強
直
、
咽
喉
┃
痛
、
四
文
不
擧
、
食
飲
不
下
、
乍
寒

８　

生
熱
、
起
臥
不
安
、
崇
在
竈
君・

丈
人・

土
公
┃
斷
後
鬼
、
依
山
舎
南
門
上
、
与
人
爲

９　

崇
、
病
人
狂
言
恍
惚
、
自
視
冥
冥
、
鬼
字 　

┃
□
□
也
、
去
舎
六
十
歩
、
又
去
七
歩
。
以

10　

香
火
蒲
人
、
伐
送
之
、
伐
日
小
除
□
□
□
┃　

未
日
病
者
、
大
厄
者
天

11　

上
搞
女
主
知
人
命
、
故
之
不
死
。
其
患
者
寒
熱
┃
者
背
痛
、
心
中
恍
惚
、
狂
言

12　

大
小
便
難
、
令
人
吐
送
、
好
食
生
令
、
崇
在
□
┃
神・

司
命・

丈
人・

土
公
遣
腥
死

13　

鬼
、
男
差
女
重
。
鬼
字
何
光
、
名
公
神
、
在
辰
┃
地
、
去
舎
五
十
歩
、
以
糠
米
人

14　

香
火
伐
送
、
定
未
日
小
陰
、
丑
日
大
差
。
忌
卯
日
。
申
┃
日
病
者
不
死
、
申
者
傳
送
、
天

15　

之
簿
主
、
生
人
命
。
故
□
不
死
、
病
人
頭
痛
寒
熱
┃
□
生
來
去
身
體
、
主
瘡
見
血

16　

手
足
熛
疼
□
□
□
□
□
□
□
在
北
君
丈
┃
人
□・

客
死
鬼・

斷
後
鬼
爲
崇

17　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

┃ 
 

歩
以 

 

□
□
人
伐
送
及
□
□
□
送
之

鬼

伯
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18　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

病
者
困
、
酉
者
從
魁 

19　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

痛
胸
脇
腰
背 

20　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

□
司
命・

土
公 

⑫
Д
х
五
一
九
三

１　

 

□
男
重
女
輕 

２　

 

何
以
知
之
、
午
者 

⑬
Д
х
四
二
五
三	

― V
erso 

―

１　

 

知
之
、
丑
者 

２　

 

□
以
知
不
死 

３　

 

□
崇
在
北
君 

４　

 　
　
　

□
□ 

５　

 

□
得
之
□ 

６　

 

解
謝
之
、
吉 

７　

 

□
在
申 

８　

 

□ 

　

で
は
こ
れ
ら
は
既
知
の
断
片
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
断
片
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
、
先
行
研
究
の
指
摘

を
ふ
ま
え
て
分
析
し
て
い
こ
う
。
な
お
、
以
下
で
、
例
え
ば
「
⑦・
８
」
と
表
記
し
た
も
の
は
、
⑦
Д
х
一
二
五
九
の
８
行
目
を
意
味

す
る
。

　

ま
ず
、
ロ
シ
ア
蔵
文
献
の
先
行
研
究
と
し
てЛ

. Н
. М

еньш
икова

（
以
下
、
メ
ン
シ
コ
フ
）
に
よ
る
目
録
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。
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メ
ン
シ
コ
フ
は
、
Д
х
一
二
五
八
（
③
④
⑤
）、
⑦
一
二
五
九
、
⑧
一
二
八
九
、
①
二
九
七
七
、
④
三
一
六
二
、
②
三
一
六
五
、
⑨
三

八
二
九
が
一
連
の
冊
子
（
粘
葉
装
）
の
一
葉
で
、
八
～
十
世
紀
の
も
の
と
す
る
が
一
部
の
釈
読
の
み
で
排
列
や
構
成
に
は
言
及
し
な
い
。

ま
た
⑩
Д
х
五
〇
六
Ｖ
を
「
駆
鬼
」
の
内
容
と
し
た
。

　

黄
正
建
は
、
メ
ン
シ
コ
フ
が
指
摘
す
る
の
と
同
じ
、
Д
х
一
二
五
八
、
一
二
五
九
、
一
二
八
九
、
二
九
七
七
、
三
一
六
二
、
三
一
六

五
、
三
八
二
九
の
形
態
や
筆
跡
か
ら
い
ず
れ
も
元
来
、
同
綴
さ
れ
て
い
た
冊
子
の
一
部
と
み
な
し
、
そ
の
内
容
は
（
Ⅰ
）
天
牢
鬼
鏡
図

と
（
Ⅱ
）
推
得
（
病
）
日
法
、（
Ⅲ
）
推
遊
年
変
卦
宜
忌
詩
（
擬
）
の
三
つ
に
分
類
可
能
で
、
そ
の
う
ち
（
Ⅱ
）
は
建
除
十
二
日
順
の
占

文
、
十
二
支
順
の
占
文
か
ら
な
る
と
述
べ
る
（
（1
（

。
ま
た
⑩
Д
х
五
〇
六
Ｖ
が
占
病
類
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

劉
永
明
は
黄
の
研
究
を
う
け
て
、
新
た
に
⑥
Д
х
六
七
六
一
が
上
述
の
Д
х
一
二
五
八
の
グ
ル
ー
プ
と
関
わ
り
あ
る
こ
と
や
、
Д
х

五
一
九
三
（
⑫
）
が
占
病
類
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
Д
х
一
二
五
八
の
グ
ル
ー
プ
（
①
～
⑨
）
が
（
Ⅰ
）
天
牢
鬼
鏡
図
、

（
Ⅱ
）
推
得
（
病
）
日
法
、（
Ⅲ
）
推
十
二
祗
得
病
法
、（
Ⅳ
）
推
遊
年
変
卦
宜
忌
詩
（
擬
）
の
構
成
か
ら
な
っ
て
い
る
と
し
た
。
ま
た
Д

х
五
〇
六
Ｖ
＋
Д
х
五
九
二
四
（
⑩
⑪
）
の
綴
合
関
係
を
指
摘
し
、
Ｐ
二
八
五
六
の
推
得
病
日
法
と
基
本
的
な
部
分
が
一
致
す
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
（
（1
（

。

　

李
応
存
は
敦
煌
医
学
関
連
文
献
と
し
て
、
メ
ン
シ
コ
フ
が
扱
っ
た
文
献
番
号
の
資
料
以
外
に
あ
ら
た
に
⑬
Д
х
四
二
五
三
を
「
推
得

病
日
法
残
片
」
と
し
（
し
か
し
、
そ
の
背
面
も
推
得
病
日
法
で
あ
る
こ
と
に
は
言
及
し
な
い
）、
そ
れ
ら
の
釈
文
を
紹
介
し
た
点
で
研
究

を
進
展
さ
せ
た
が
、
残
念
な
が
ら
先
行
研
究
を
参
照
し
て
い
る
と
は
思
え
ず
、
誤
読
も
多
い
。
例
え
ば
、
②・

１
を
「
藥
無
罪
、
痛
者

自
差
」
と
し
、
上
海
古
籍
出
版
社
影
印
本
に
さ
え
明
瞭
に
記
さ
れ
て
い
る
③・

10
の
行
末
「
寅
者
」
を
「
□
□
」
と
し
、
⑧・

10
「
并

星
死
鬼
爲
之
」
を
「
并
新
死
鬼
爲
之
」
と
す
る
な
ど
で
あ
る
。
な
お
李
応
存
等
が
提
示
し
た
排
列
を
上
掲
の
○
番
号
に
よ
っ
て
示
す
と
、

①
―

②
―

③
―

④
―

⑤
―

⑨
―

⑦
Ｖ
―

⑦
Ｒ
―

⑧
（
⑥
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
Ｒ
、Ｖ
は
拙
論
と
は
表
裏
を
逆
に
と
ら
え
て
い
る
こ
と
を
示
す
）
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と
な
る
。
ま
た
、
李
は
⑩
Д
х
五
〇
六
Ｖ
を
「
駆
崇
方
」
と
題
し
て
い
る
。
こ
れ
は
上
海
古
籍
出
版
社
影
印
本
の
命
名
に
依
拠
し
た
も

の
だ
が
、
す
で
に
黄
正
建
が
Ｐ
二
八
五
六
の
「
推
得
病
日
法
」
と
の
相
似
性
を
指
摘
し
て
お
り
、
あ
き
ら
か
に
発
病
書
の
類
で
あ
る
。

　

次
に
上
掲
の
史
料
に
用
い
ら
れ
て
い
る
語
彙
を
中
心
に
本
資
料
を
分
析
す
る
と
同
時
に
、
①
～
⑬
を
ど
の
よ
う
に
三
種
に
分
け
た
か

と
い
う
点
と
同
一
写
本
か
ら
の
脱
葉
と
み
ら
れ
る
①
～
⑨
の
本
来
の
排
列
に
つ
い
て
卑
見
を
示
し
て
い
く
。

　

①・

１
「
天
牢
鬼
鏡
図
」
は
、
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
当
た
る
部
分
。
同
様
の
語
彙
は
敦
煌
文
献
内
に
管
見
の
限
り
確
認
で
き
て
い
な

い
が
（
（1
（

、『
晋
書
』
巻
一
一・

天
文
志
（『
隋
書
』
巻
一
九・

天
文
志
も
同
じ
）
に
「
天
牢
六
星
、
在
北
斗
魁
下
、
貴
人
之
牢
也
」
と
あ
る
。

「
魁
」
と
は
北
斗
七
星
の
頭
の
部
分
の
四
つ
の
星
を
指
す
。「
図
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
は
北
斗
七
星
を
記
し
た
図
な
ど
が
付
属
し
た

可
能
が
あ
ろ
う
。
ま
た
②・
１
「
繋
無
罪
、
病
者
自
差
」（（
獄
に
）
繋
が
る
る
も
罪
無
け
れ
ば
、
病
者
自
ら
差
（
い
）
ゆ
）、
②・

６

「
第
三　

牢
内
者
」
と
あ
る
の
で
、
②
は
「
天
牢
鬼
鏡
図
」
の
一
部
と
想
定
さ
れ
、
囚
わ
れ
の
身
と
な
っ
た
貴
人
の
病
を
占
う
と
い
っ
た

内
容
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
「
天
牢
鬼
鏡
図
」
部
分
は
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
占
病
類
と
は
異
な
る
が
、「
発
病
書
」
に
現
れ
る
十

二
神
（
十
二
月
将
）
に
も
そ
れ
ぞ
れ
天
で
の
役
割
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
の
で
（
（2
（

、
関
連
文
献
の
範
疇
と
い
え
な
く
も
な
い
。
な
お
、

『
晋
書
』『
隋
書
』
天
文
志
は
地
上
世
界
が
天
上
世
界
と
連
動
す
る
宇
宙
観
（
い
わ
ゆ
る
天
人
相
関
論
）
を
前
提
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

①・

１
「
推
得
日
法
」
は
、
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
当
た
る
部
分
。
⑦・

８
に
「
推
得
病
日
法
」
と
あ
る
の
で
、
お
お
ま
か
に
は
前
半

に
「
天
牢
鬼
鏡
図
」
後
半
に
「
推
得
病
日
法
」
を
置
く
構
成
を
と
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
①・

１
「
推
得
日
法
」
に
は

「
病
」
字
が
脱
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
実
際
に
料
紙
の
利
用
方
法
を
み
る
と
（
上
海
古
籍
出
版
社
影
印
本
の
写
真
は

あ
き
ら
か
に
表
裏
を
混
乱
し
て
い
る
）、
⑦・

８
の
面
よ
り
⑦・

１
の
あ
る
面
が
構
成
上
、
先
に
あ
る
と
み
ら
れ
、
⑦・

９
行
か
ら
は

「
建
日
病
者
、
犯
東
方
土
公
」
と
あ
っ
て
、
建
除
の
「
建
」
の
占
文
が
記
さ
れ
、
⑦・

３
に
は
「
亥
日
病
者
小
厄
、
何
以
知
之
」
と
十
二

支
最
後
の
「
亥
」
が
あ
る
か
ら
、
十
二
支
順
の
占
文
の
後
に
、
建
除
順
の
占
文
が
続
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
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し
た
が
っ
て
、
十
二
支
順
の
占
文
は
、
③・

１
「
子
日
病
者
不
死
、
何
以
知
之
」
で
始
ま
り
、
③・

10
「
寅
日
病
者
不
死
」、
④・

６

「
辰
日
病
者 

 

」、
⑤・

１
「
巳
日
病
者
不
死
、
何
以
知
之
」、
⑤・

11
「
未
日
病
者
小
厄
、
何
以
知
之
」
⑥・

１
「
申
日
病
者
不

死
、
何
以
知
之
」、
⑥・

12
「
戌
日
病
者
大
困
、
何
以
知
之
」、
⑦・

３
「
亥
日
病
者
小
厄
、
何
以
知
之
」
と
な
り
、「
丑
」「
卯
」「
午
」

「
酉
」
を
欠
く
の
は
欠
葉
、
欠
字
が
あ
る
た
め
と
み
ら
れ
る
（
（2
（

。

　

そ
し
て
建
除
の
占
文
は
⑦・

９
「
建
日
病
者
、
犯
東
方
土
公
」
で
は
じ
ま
り
、
⑦・

11
「
除
日
病
者
、
客
死
鬼
□
」、
⑦・

14
「
満
日

病
者
、
断
後
不
葬
鬼
」、
⑧・

２
「
平
日
病
者
、
西
南
有
造
作
」、
⑧・

４
「
定
日
病
者
、
大
神
并
司
命
」、
⑧・

６
「
執
日
病
者
、
有
大

神
及
□
」、
⑧・

８
～
９
「
破
日
病
者
、
犯
解
家
、
廢
雷
宅
土
公
」、
⑧・

11
「
危
日
病
者
、
犯
解
□
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
続
く
「
成
」、

「
収
」、「
開
」、「
閉
」
の
部
分
を
欠
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
に
よ
っ
て
、
欠
葉
は
あ
る
も
の
の
、
前
掲
の
よ
う
に
①
～
⑧
と
排
列
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
る
。
問
題
は
⑦・

８
に
「
推
得
病

日
法
」
と
あ
る
理
由
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
以
上
に
提
示
し
た
排
列
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
「
天
牢
鬼
鏡
図
」、
つ
づ
い
て
十
二
支
順
の
占
文
、

建
除
十
二
日
順
の
占
文
と
な
る
。
そ
れ
は
劉
の
指
摘
し
た
と
お
り
、（
Ⅰ
）
天
牢
鬼
鏡
図
、（
Ⅱ
）
推
得
（
病
）
日
法
、（
Ⅲ
）
推
十
二
祗

得
病
法
の
順
に
な
る
わ
け
だ
が
、「
推
得
病
日
法
」
の
題
名
が
（
Ⅱ
）
と
（
Ⅲ
）
の
間
に
あ
る
の
が
問
題
な
の
で
あ
る
。（
Ⅱ
）
の
前
に

あ
る
な
ら
ば
よ
い
の
だ
が
、
そ
う
で
は
な
い
理
由
と
し
て
推
測
で
き
る
の
は
、「（
右
）
推
得
病
日
法
」
の
意
味
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
た
だ
、
こ
れ
は
欠
葉
部
分
が
見
つ
か
ら
な
い
限
り
、
確
証
は
得
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
鬼
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
る
と
、「
客
死
鬼
」、「
不
葬
鬼
」、「
新
死
鬼
」、「
星
死
鬼
」
な
ど
の
名
が
あ
が
っ
て
お
り
、
病
は
鬼
の

崇
り
に
よ
る
と
い
う
原
則
で
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
⑧・

４
「
定
日
病
者
、
大
神
并
司
命
」
に
み
る
よ
う
に
、「
大
神
」
や
「
司
命
」

（
北
斗
七
星
の
魁
の
上
方
に
位
置
す
る
星
座
の
星
の
ひ
と
つ
で
人
命
を
司
る
）、
そ
し
て
⑧・

９
「
土
公
」
⑧・

12
「
樹
神
」
の
よ
う
に

病
に
関
与
す
る
神
名
が
あ
が
っ
て
い
る
ほ
か
、
十
二
神
将
に
つ
い
て
も
、
③・
１
「
神
后
」、
④・

１
「　

 

曹
」、
④・

７
「
天
罡
」、

功
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⑤
１・

２
「　

 

乙
（
一
）」
⑦・

３
「
徴
明
」
と
少
な
く
と
も
五
つ
が
確
認
可
能
で
あ
り
、
干
支
と
の
対
応
関
係
は
Ｐ
二
八
五
六
の
「
推

得
病
日
法
」
に
同
じ
で
あ
る
（
前
掲
、
表
２
参
照
。『
五
行
大
義
』
と
同
じ
六
壬
式
の
配
当
）。
こ
れ
は
や
は
り
既
知
の
「
Ｃ
．
推
得

（
病
）
日
法
」
と
ほ
ぼ
同
文
で
、
そ
の
論
理
に
つ
い
て
は
、「
Ｆ
．
推
十
二
祗
得
病
法
」
と
も
近
し
い
関
係
に
あ
る
。
ま
た
⑨・

１
「
詩

曰
」
で
は
じ
ま
る
詩
に
は
、
⑨・

２
「
五
鬼
」
と
あ
っ
て
、
病
因
を
な
す
鬼
の
こ
と
を
指
す
と
お
も
わ
れ
る
の
で
、
⑨
を
⑧
の
後
に
排

列
し
た
。

　

次
に
⑩
⑪
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
⑩
Д
х
五
〇
六
Ｖ
は
⑪
Д
х
五
九
二
四
と
綴
合
す
る
。
こ
の
綴
合
関
係
は
ハ
ー
パ
ー

も
劉
永
明
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
釈
文
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
背
面
は
『
俄
蔵
敦
煌
西
域
文
献
』
で
は
「
十
二
月
壬
気
」

と
名
付
け
ら
れ
た
二
十
四
節
気
の
解
説
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
面
の
内
容
か
ら
も
両
断
片
の
綴
合
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
二
断
片
の
内

容
も
基
本
的
に
「
推
得
病
日
法
」
系
の
占
文
の
構
造
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
⑩・

２
「
巳
日
病
者
」、
⑩・

６
「
午
日
病
者
小
困

□
」、
⑩・

10
「
未
日
病
者
大
厄
」、
⑩・
14
「
申
日
病
者
不
死
」
と
、
十
二
支
順
に
占
文
が
排
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
鬼

と
の
関
係
に
つ
い
て
み
る
と
、
⑩・

１
「
鬼
字
小
光
」「
養
鬼
」「（
鬼
）
字
爲
孖
各
（
名
）
阿
貴
」「
斷
後
鬼
」「
鬼
字
伯
□
」「
鬼
字
何

光
、
名
公
神
」
な
ど
の
よ
う
に
病
因
と
な
る
鬼
を
み
て
と
れ
る
。
鬼
の
字
（
あ
ざ
な
）
を
書
く
例
は
Ｐ
二
八
五
六
（
表
１
参
照
）
に
も

み
ら
れ
た
。
ま
た
⑩・

８
「
崇
在
竈
君・

丈
人・

土
公
」「
北
君
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
竈
神
や
丈
人
、
土
公
神
、
北
君
（
北
辰
か
）

の
よ
う
に
病
に
関
わ
る
神
名
も
み
え
る
。
ま
た
十
二
月
将
の
名
と
し
て
⑦・

３
「
徴
明
」、
⑪・

14
「
傳
送
」、
⑪・

６
「
勝
先
」
な
ど

が
確
認
で
き
る
。

　

最
後
に
⑫
⑬
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
、
い
ず
れ
も
細
片
で
は
あ
る
が
、
使
用
さ
れ
て
い
る
語
彙
や
短
文
「
男
重
女
輕
」「
崇
在
北
君
」

「
解
謝
之
」（
解
除
の
こ
と
）
は
「
推
得
病
日
法
」、「
推
十
二
祗
得
病
法
」
に
み
ら
れ
る
特
徴
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
発
病
書
の

一
部
と
判
断
で
き
る
。
⑫
は
写
真
で
み
る
か
ぎ
り
は
背
面
が
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
⑬
は
両
面
に
書
写
さ
れ
て
い
る
の
で
、

太
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①
～
⑨
と
同
じ
く
綴
じ
ら
れ
て
い
た
冊
子
の
一
部
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

三　
発
病
書
の
伝
播
―
ド
イ
ツ
蔵
吐
魯
番
文
献
と
安
倍
晴
明
『
占
事
略
決
』
と
の
比
較
を
と
お
し
て

　

既
に
ハ
ー
パ
ー
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
ド
イ
ツ
蔵
吐
魯
番
文
献
に
は
発
病
書
と
思
わ
れ
る
断
片
が
含
ま
れ
て
お
り
、
発
病
書
の
類

が
敦
煌
以
外
の
地
に
も
伝
播
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
た
だ
栄
新
江
が
別
の
ド
イ
ツ
蔵
吐
魯
番
文
献
に
も
発
病
書
と
し
て
擬

題
を
つ
け
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
精
査
の
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

ま
た
先
述
の
よ
う
に
、『
唐
六
典
』
に
太
常
寺
太
卜
署
の
職
掌
の
ひ
と
つ
と
し
て
示
さ
れ
た
「
用
式
之
法
」
の
注
に
「
発
病
」
を
占
う

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
唐
の
律
令
制
に
倣
っ
て
儀
式・

法
制
な
ど
を
導
入
し
た
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
こ
う
し
た
占
法
が
伝
播
し

た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
点
で
は
ハ
ー
パ
ー
が
Ｐ
二
八
五
六
「
発
病
書
」
の
「
推
四
方
神
頭
脇
日
得
病
法
」
と
安
倍
晴
明
撰
と
仮
託
さ

れ
て
い
る
『
簠
簋
内
伝
』
の
「
八
神
吉
凶
事
」（
四
神
を
用
い
、
白
虎
と
青
龍
は
頭
（
首
）・

脇・

足
毎
に
吉
凶
が
わ
か
れ
る
点
で
共
通

す
る
）
比
較
を
お
こ
な
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
（
（2
（

。
た
だ
、『
簠
簋
内
伝
』
八
神
吉
凶
事
の
項
は
必
ず
し
も
病
に
関
す
る
吉
凶
を
示
し

た
も
の
で
は
な
く
、
発
病
書
が
周
辺
地
域
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
を
考
え
る
に
は
十
分
で
は
な
い
。
そ
こ
で
後
半

で
は
病
に
関
す
る
占
法
と
い
う
点
か
ら
日
本
伝
来
文
献
と
の
比
較
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

⑴　
ド
イ
ツ
蔵
吐
魯
番
文
献
「
発
病
書
」
の
検
討

　

ま
ず
は
、
ハ
ー
パ
ー
と
栄
新
江
が
指
摘
し
た
ド
イ
ツ
蔵
吐
魯
番
文
献
を
み
て
い
こ
う
。

　

ハ
ー
パ
ー
は
Ｃ
ｈ
四
六
八
と
Ｃ
ｈ
一
六
一
七
（
Ｖ
）
を
発
病
書
の
類
と
す
る
（
（2
（

。
一
方
、
栄
新
江
は
Ｃ
ｈ
四
六
八
を
「
発
病
書
」」、
Ｃ
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ｈ
一
六
一
七
Ｖ
を
「
推
十
二
時
得
病
軽
重
法
」、
Ｃ
ｈ
三
一
四
八
と
Ｕ
三
八
八
七
に
「
推
得
病
日
法
」
と
擬
題
を
付
し
て
い
る
（
（2
（

。
先
述
の

よ
う
に
「
推
十
二
時
得
病
軽
重
法
」「
推
得
病
日
法
」
は
占
病
類
つ
ま
り
「
発
病
書
」
の
一
種
で
あ
る
。
な
お
筆
者
も
ド
イ
ツ
蔵
吐
魯
番

文
献
の
各
種
目
録
を
一
瞥
の
う
え
で
（
（2
（

、
数
点
を
実
見
し
た
が
、
管
見
の
限
り
で
は
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
た
以
外
に
は
、
発
病
書
と
断
定
で

き
る
も
の
を
み
つ
け
え
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
先
行
研
究
が
あ
げ
た
Ｃ
ｈ
四
六
八
、
Ｃ
ｈ
一
六
一
七
Ｖ
、
Ｃ
ｈ
三
一
四
八
、
Ｕ
三
八
八
七
が
発
病
書
と
い
え
る

か
ど
う
か
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

⑭　

Ｃ
ｈ
四
六
八
（
Ｔ
Ⅱ
Ｄ
二
八
七
）　

高
昌
故
城
出
土

１　

魄
、
此
病
來
去
鬼
剪
射
、
病
人
於 

２　

西
北
帰
（
？
）
沿
之
、
服
黄
藥
、
吉
。

３　

壬
申
日
病
、
至
戊
戌
日
廿
七
日
差
。

４　

甲
申
日
病
、
至
戊
子
五
日
差
。
兵 

５　

□
□
□
□
法
左
行
十
二
辰
□
□ 

６　

 

□
□
□
□
□
□ 

　

栄
新
江
は
Ｃ
ｈ
四
六
八
に
「
発
病
書
（
擬
）」
と
し
、「
Ｐ
二
八
五
六
の
「
推
十
干
病
法
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
た
め
こ
の
擬
題
を
付

し
た
」
と
す
る
が
、
⑭・

３
「
壬
申
日
病
、
至
戊
戌
日
廿
七
日
差
」
の
よ
う
な
十
干
十
二
支
を
組
み
合
わ
せ
た
占
文
は
Ｐ
二
八
五
六
で

は
「
推
五
子
日
病
法
」
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
Ｐ
二
八
五
六
で
は
「
戊
戌
日
病
、
至
甲
寅
日
差
」
の
ご
と
く
に
干
支
表
記
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が
つ
か
わ
れ
て
お
り
文
面
だ
け
で
な
く
、
鬼
を
退
け
る
「
鬼
剪
射
」
な
ど
の
語
彙
の
出
現
も
一
致
す
る
。
一
方
、
Ｐ
二
八
五
六
の
「
推

十
干
病
法
」
は
十
干
の
み
を
も
ち
い
て
い
て
、
占
文
例
を
あ
げ
れ
ば
「
戊
己
日
小
重
、
庚
辛
日
小
差
」
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｃ
ｈ

四
六
八
は
「
発
病
書・

推
五
子
日
病
法
（
擬
）」
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
に
Ｃ
ｈ
一
六
一
七
Ｖ
を
み
て
い
く
。

⑮　

Ｃ
ｈ
一
六
一
七
Ｖ
（
Ｔ
Ⅱ
Ｔ
三
〇
七
二
）　

吐
峪
溝
出
土

１　

 

夫
痔
病・
婦
人
帯
下
漏
、
血
星
鬼
爲
之
。

２　

 

□
倶
病
者
崇
在
血
星
鬼
〔
伏
□
□ 

／
飛 

 

〕

３　

 

者
滿
也
。
是
守
常
□
□
□
□ 

　

栄
新
江
は
Ｃ
ｈ
一
六
一
七
の
Ｒ
面
（Recto
）
を
「
李
老
君
周
易
十
二
銭
法
」
と
し
、
Ｃ
ｈ
一
六
一
七
Ｖ
（V

erso

）
を
「
推
十
二
時

得
病
軽
重
法
（
擬
）」
と
し
、Ｖ
面
書
写
の
占
法
の
性
格
は
発
病
書
に
属
す
る
と
推
定
す
る
。
前
掲
の
表
に
示
し
た
よ
う
に
「
推
十
二
時

得
病
軽
重
法
」
は
Ｓ
一
四
六
八
に
も
み
ら
れ
る
占
法
で
、
Ｓ
一
四
六
八
の
後
半
に
も
「
李
老
君
周
易
十
二
銭
法
」
が
書
写
さ
れ
る
。
黄

正
建
は
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
Ｓ
一
四
六
八
を
発
病
書
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
占
法
を
集
め
て
整
理
し
た
も
の
と
み
て
い
る
。
こ
う
し

た
類
似
点
か
ら
Ｃ
ｈ
一
六
一
七
が
Ｓ
一
四
六
八
と
同
種
の
占
書
で
あ
っ
た
可
能
性
は
た
し
か
に
あ
る
だ
ろ
う
。
Ｓ
一
四
六
八
の
「
推
十

二
時
得
病
軽
重
法
」
は
病
因
と
な
る
鬼
の
記
述
が
詳
細
で
、
例
え
ば
「
亥
日
」
項
に
は
「
星
血
鬼
」
の
記
述
が
あ
る
。
細
片
の
Ｃ
ｈ
一

六
一
七
Ｖ
に
も
「
血
星
鬼
」
が
二
箇
所
、
見
い
だ
せ
る
。
鬼
に
関
し
て
あ
る
程
度
の
分
量
の
書
写
が
あ
っ
た
様
子
を
う
か
が
え
る
。
栄

の
擬
題
は
適
切
で
あ
ろ
う
。
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⑯　

Ｃ
ｈ
三
一
四
八
（
Ｔ
Ⅱ
Ｔ
三
〇
〇
四
）　

吐
峪
溝
出
土

１　

午
日
得
病
者
腰
□ 

２　

胸
脇
氣
滿
四
發
□ 

３　

不
食
從
外
行
來
□ 

４　

鬼
爲
崇
竈
神
不
□ 

５　

許
不
與
朝
差
莫 

６　

伯
夫
今
在
東
十
□ 

　

栄
新
江
は
Ｃ
ｈ
三
一
四
八
を
「
推
得
病
日
法
（
擬
）」
と
す
る
。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
敦
煌
文
献
（
例
：
⑥・

12
「
戌
日
病
者
大
困
何

以
知
之
」）
に
よ
れ
ば
、「
午
日
得
病
者
」
の
よ
う
な
記
述
は
、「
午
日
」
の
項
の
冒
頭
の
書
き
出
し
部
分
と
み
ら
れ
る
。
２
～
３
行
目
に

は
症
状
が
記
さ
れ
、
４
行
目
に
は
病
に
関
わ
る
神
（
竈
神
）
が
記
さ
れ
る
。
６
行
目
の
「
伯
夫
」
は
鬼
の
字
（
あ
ざ
な
）
で
あ
ろ
う
。

栄
の
擬
題
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

⑰　

Ｕ
三
八
八
七
（
Ｔ
Ⅰ
Ｄ
一
〇
三
一
）　

高
昌
故
城
出
土

１　

 

□
□
□
崇
在 

２　

 

□
□
□
卯
日
□
鬼
之 

３　

 

此
病
回
食
之　

酉
日
病 
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Ｕ
三
八
八
七
の
背
面
は
座
っ
て
い
る
女
性
と
雲
（
？
）
に
乗
っ
た
童
子
が
線
画
で
描
か
れ
て
い
る
。「
Ｕ
」
は
ウ
イ
グ
ル
語
文
書
に
つ

け
ら
れ
る
分
類
記
号
で
あ
る
が
、
両
面
の
ど
こ
に
も
ウ
イ
グ
ル
語
は
書
写
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
来
、
漢
語
文
献
と
し
て

分
類
さ
れ
る
べ
き
断
片
と
お
も
わ
れ
る
。
栄
新
江
は
Ｕ
三
八
八
七
に
「
推
得
病
日
法
」
の
擬
題
を
つ
け
る
。「
崇
在
」
で
病
因
を
表
し
、

「
卯
日
」「
酉
日
」
の
記
述
も
あ
る
こ
と
か
ら
占
病
類
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
占
法
の
限
定
は
や
や
難
し
い
が
、
栄
新
江
の
擬
題
が

適
切
で
あ
ろ
う
。		



　

以
上
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
蔵
吐
魯
番
文
献
の
う
ち
、
Ｃ
ｈ
四
六
八
、
Ｃ
ｈ
一
六
一
七
、
Ｃ
ｈ
三
一
四
八
、
Ｕ
三
八
八
七
が
発
病
書
の
類

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
Ｃ
ｈ
四
六
八
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
が
「
推
十
干
病
法
」
と
の
類
似
性
か
ら
発
病
書
と
判
断
し
た
の
は

適
切
で
は
な
く
、「
発
病
書
（
推
五
子
日
病
法
）（
擬
）」
と
す
る
の
が
適
切
と
考
え
る
。

　

ま
た
こ
れ
ら
四
断
片
か
ら
吐
魯
番
発
病
書
の
特
徴
を
説
明
す
る
こ
と
に
限
界
が
あ
る
の
は
当
然
な
の
だ
が
、
日
時
の
十
干
十
二
支
を

も
と
に
し
て
病
因
と
な
る
鬼
神
と
そ
れ
に
対
処
（
解
除
）
す
る
方
法
を
示
す
発
病
書
の
類
が
敦
煌
よ
り
遙
か
西
の
地
で
あ
る
吐
魯
番
に

ま
で
到
達
し
て
い
た
こ
と
が
残
巻
の
語
彙
の
共
通
性
な
ど
か
ら
確
認
で
き
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
残
存
部
分
に
は
十
二
月
将
等
の
記
述

は
み
え
ず
、
吐
魯
番
に
伝
わ
っ
て
い
た
占
法
が
中
原
や
敦
煌
と
比
較
し
て
ど
の
程
度
の
水
準
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

⑵　
日
本
伝
来
文
献
と
の
比
較

　

で
は
最
後
に
、
Ｐ
二
八
五
六
、
Ｐ
三
四
〇
二
Ｖ
を
典
型
と
す
る
敦
煌
の
発
病
書
が
中
国
王
朝
が
支
配
す
る
以
外
の
地
域
に
ど
の
程
度
、

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　

こ
の
こ
と
に
関
し
て
格
好
の
比
較
対
象
と
な
る
の
が
日
本
の
史
料
、
安
倍
晴
明
撰
と
伝
わ
る
『
占
事
略
決
』
の
占
病
祟
法
で
あ
る
（
（2
（

。

占
病
祟
法
第
二
十
七
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謂
占
崇
之
大
體
、
以
日
辰
陰
陽
中
凶
將
言
之
。
神
吉
將
凶
、
爲
有
崇
鬼
。
各
以
神
將
分
別
吉
凶
。
又
有
氣
爲
神
所
作
、
無
氣
爲
鬼

所
作
。
用
將
倶
木
主
社
神
、
用
將
倶
火
主
竈
神
、
用
將
倶
土
主
土
公
及
大
歳
神
、
上
下
倶
金
主
道
路
神
、
上
下
倶
水
主
水
神
。
功

曹・
大
衡
主
氏
神
又
風
病
、
太
一・

勝
先
主
竈
神
、
傳
送・

從
魁
主
儛
神
、
或
以
馬
祠
神
、
徴
明・

神
后・

太
衝・

天
剛
主
北
辰
、

天
剛
主
水
邊
土
公
、
小
吉
主
門
井
門
土
公
又
厨
膳
、
河
魁
主
竈
土
及
丘
墓
土
公
、
大
吉
主
山
神
大
歳
土
公
又
小
澤
土
公
、
從
魁・

太
一・
神
后
主
咒
咀
、
太
一
主
毒
藥
及
佛
法
、
傳
送
主
形
像
、
騰
虵
主
竈
神
客
死
鬼
、
朱
雀
主
竈
神
及
咒
姐
悪
鬼
、
六
合
主
縛
死

鬼
求
食
鬼
、
勾
陣
主
土
公
廢
竈
神
、
青
龍
主
社
神
及
風
病
宿
食
物
誤
、
天
后
主
母
鬼
及
水
上
神
、
大
陰
主
厠
鬼
、
玄
武
主
溺
死
鬼

乳
死
鬼
、
大
裳
主
丈
人
、
白
虎
主
溺
死
鬼
乳
死
鬼
、
天
空
主
無
後
鬼
。
餘
以
神
將
所
主
決
之
。

　
『
占
事
略
決
』
占
病
祟
法
に
よ
る
と
、
そ
の
原
則
は
「
日
辰
陰
陽
中
の
凶
將
を
以
て
こ
れ
を
言
う
。
神
は
吉
、
將
は
凶
、
崇
鬼
有
り
と

爲
す
。
各
お
の
神
將
を
以
て
吉
凶
を
分
別
す
。
又
有
氣
、
神
の
作
る
所
と
爲
り
、
無
氣
、
鬼
の
作
る
所
と
爲
る
」
と
す
る
。
ま
た
、「
功

曹・

大
衡・

太
一・

勝
先
（
光
）・

傳
送・
從
魁・

徴
明・

神
后・

天
剛
（
罡
）・

小
吉・

河
魁・

大
吉
」
と
十
二
月
将
が
示
さ
れ
、
か
つ

「
騰
虵
、
朱
雀
、
六
合
、
勾
陣
、
青
龍
、
天
后
、
大
陰
、
玄
武
、
大
裳
、
白
虎
、
天
空
」
と
十
二
天
将
が
示
さ
れ
、
六
壬
式
で
占
う
こ
と

が
前
提
と
な
っ
て
い
る
（
（2
（

。
こ
の
十
二
月
将
の
十
二
支
へ
の
配
当
は
『
五
行
大
義
』
に
同
じ
で
あ
る
。
一
方
、
敦
煌
発
病
書
に
十
二
天
将

は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
十
二
月
将
が
示
さ
れ
、
そ
の
十
二
支
の
配
当
は
「
推
得
病
日
法
」
の
場
合
、『
五
行
大
義
』
に
同
じ
（
表
２

参
照
、
ま
た
本
稿
で
示
し
た
ロ
シ
ア
蔵
文
献
Д
х
一
二
五
八
グ
ル
ー
プ
も
同
じ
）
で
、
六
壬
式
を
前
提
と
し
た
占
法
で
あ
っ
た
こ
と
は

前
述
の
通
り
で
あ
る
。

　

ま
た
『
占
事
略
決
』
占
病
祟
法
に
は
「
北
君・

土
公・

竈
神・

丈
人
」
の
関
わ
り
が
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
崇
り
の
原
因
（
病
因
）

と
な
る
鬼
と
し
て
「
客
死
鬼・

咒
姐
悪
鬼・

縛
死
鬼・

求
食
鬼・

母
鬼・

厠
鬼・
溺
死
鬼・

乳
死
鬼・

無
後
鬼
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
前
述
の
敦
煌
吐
魯
番
「
発
病
書
」
を
み
る
と
「
北
君・

土
公・

竈
神・
丈
人
」
は
も
ち
ろ
ん
「
客
死
鬼・

溺
死
鬼・

無
後
鬼
」
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も
確
認
可
能
な
神
霊
鬼
神
名
で
あ
っ
て
、
そ
の
命
名
法
も
酷
似
し
て
い
る
（
（2
（

。
た
だ
し
敦
煌
発
病
書
の
占
法
は
必
ず
し
も
六
壬
式
ほ
ど
の

複
雑
さ
を
前
提
と
し
た
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
多
彩
で
あ
る
と
同
時
に
雑
然
と
し
て
い
た
。

　

で
は
な
ぜ
日
本
の
陰
陽
道
の
典
籍
『
占
事
略
決
』
の
一
部
と
敦
煌
の
発
病
書
の
原
理
や
用
語
に
こ
れ
ほ
ど
の
一
致
が
み
ら
れ
る
の
か
、

『
占
事
略
決
』
に
関
す
る
通
説
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

通
説
に
よ
れ
ば
（
（2
（

、
日
本
の
陰
陽
道
は
中
国
の
陰
陽
五
行
思
想
を
受
容
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
陰
陽
五
行
思
想
は
中

国
王
朝
や
朝
鮮
半
島
の
国
々
の
人
た
ち
の
往
来
に
と
も
な
っ
て
、
少
な
く
と
も
推
古
期
に
は
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
大
化
の
改
新
後

に
陰
陽
寮
が
設
置
さ
れ
「
天
文・

陰
陽・

暦・

漏
刻
」
に
関
連
す
る
事
柄
を
掌
っ
た
。
陰
陽
寮
は
太
宝
令
で
は
中
務
省
に
属
し
、
そ
の

職
掌
の
一
部
は
た
し
か
に
唐
の
太
常
寺
太
卜
署
の
そ
れ
を
踏
襲
し
た
が
、
陰
陽
寮
の
構
成
は
す
で
に
唐
制
と
は
同
じ
で
は
な
か
っ
た
。

ま
た
『
続
日
本
記
』
巻
二
〇・

天
平
宝
宇
元
年
（
七
五
八
）
十
一
月
勅
条
に
は
、
陰
陽
生
の
必
読
書
と
し
て
「
周
易・

新
撰
陰
陽
書・

黄
帝
金
匱・

五
行
大
義
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
中
国
伝
来
の
術
数
書
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
『
三
代
実
録
』
の
貞
観
十
六
年

（
八
七
四
）
五
月
二
七
日
の
記
事
に
よ
る
と
滋
岳
川
人
な
る
人
物
が
自
ら
陰
陽
書
を
撰
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
つ
い
で
八
九
一
年
頃
に

成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
五
行
家
の
項
に
は
『
五
行
大
義
』
や
『
大
唐
陰
陽
書
』
の
ほ
か
『
六
壬
雑
占
』
を
は
じ

め
と
し
た
六
壬
式
の
典
籍
等
多
数
の
中
国
伝
来
の
術
数
書
が
著
録
さ
れ
て
お
り
、
一
三
世
紀
後
半
に
編
纂
さ
れ
た
『
本
朝
書
籍
目
録
』

に
な
る
と
、
日
本
人
の
手
に
よ
る
陰
陽
道
関
係
の
書
籍
が
増
え
つ
つ
あ
っ
た
様
子
が
わ
か
る
。
そ
し
て
『
占
事
略
決
』
は
こ
の
間
の
寛

弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）
に
八
五
歳
で
卒
し
た
安
倍
晴
明
の
手
に
か
か
る
典
籍
と
み
な
さ
れ
、
晴
明
没
後
百
年
余
り
後
の
日
記
等
に
は
そ

れ
が
流
布
し
て
い
た
様
子
が
確
認
可
能
で
あ
り
、
伝
来
は
比
較
的
確
か
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
『
占
事
略
決
』
に
つ
い
て
、
中
村
璋
八
は
『
日
本
国
見
在
書
目
』
に
み
ら
れ
る
『
五
行
大
義
』
と
『
六
壬
経
』
等
に
よ
っ
て
も

と
づ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
と
推
測
し
て
お
り
（
（3
（

、
そ
の
占
法
を
分
析
し
た
小
坂
眞
二
は
、
占
時
の
歳・

月・

日・

時
刻
に
配
さ
れ
る
干
支
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を
基
準
と
し
た
六
壬
式
占
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
六
壬
式
関
連
の
典
籍
や
『
黄
帝
金
匱
経
』、
ま
た
、
請
益
生
と

し
て
渡
唐
し
て
八
四
一
年
に
帰
国
し
た
春
苑
玉
成
が
持
ち
帰
っ
た
知
識
な
ど
も
そ
の
源
と
な
っ
た
と
想
定
す
る
（
（3
（

。

　

た
だ
こ
の
よ
う
に
『
占
事
略
決
』
は
中
国
の
占
法
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
取
捨
選
択
は
日
本

独
自
の
も
の
で
あ
り
、「
様
々
な
神
霊
の
仕
業
に
求
め
る
日
本
的
思
考
」
（
（3
（

に
よ
る
部
分
が
あ
る
と
も
み
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
以
上
の

よ
う
に
敦
煌
吐
魯
番
文
献
の
発
病
書
を
検
討
し
て
い
く
と
、
す
く
な
く
と
も
『
占
事
略
決
』
占
病
祟
法
に
つ
い
て
は
そ
の
基
本
原
理
だ

け
で
な
く
、
祟
り
の
主
体
と
な
る
様
々
な
神
霊
の
存
在
さ
え
、
中
国
の
中
原
に
由
来
す
る
占
法
か
ら
整
理・

抽
出
さ
れ
て
い
た
様
子
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
敦
煌
吐
魯
番
文
献
に
み
ら
れ
る
発
病
書
と
同
系
統
の
写
本
が
日
本
に
将
来
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
少
な
い

と
思
わ
れ
る
が
、
日
本
へ
将
来
さ
れ
た
陰
陽
書
所
引
の
典
籍
が
敦
煌
や
吐
魯
番
の
占
法
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
も
の
と
同
一
で
あ
っ

た
可
能
性
は
十
分
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
具
体
的
な
書
名
と
し
て
は
史
料
上
に
み
あ
た
ら
な
い
が
、
律
令
制
下
の
陰
陽
寮
で
用
い
ら

れ
た
占
法
に
唐
の
太
常
寺
太
卜
署
で
用
い
ら
れ
て
い
た
「
発
病
書
」
類
の
影
響
が
あ
り
、
そ
れ
が
『
占
事
略
決
』
占
病
祟
法
に
継
承
さ

れ
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
よ
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
文
献
に
「
日
本
的
」
独
自
性
や
受
容
後
の
変
遷
の
あ
り
か
た
を
み
き
わ
め
る
に
は
、
今
後
、
中
国
の

古
文
献
と
の
さ
ら
な
る
比
較・

研
究
が
不
可
欠
で
あ
り
、
逆
に
敦
煌
や
吐
魯
番
に
運
良
く
残
存
し
た
発
病
書
か
ら
敦
煌
の
地
域
性
や
独

自
性
を
見
い
だ
す
に
は
、
中
国
以
外
の
周
辺
地
域
に
拡
散
し
た
中
原
文
化
の
あ
り
よ
う
と
の
比
較
が
不
可
欠
だ
と
い
え
る
（
（3
（

。
そ
し
て
失

わ
れ
た
中
原
文
化
の
あ
り
か
た
に
ま
で
遡
源
す
る
に
は
、
こ
の
両
者
を
絶
え
ず
行
き
来
す
る
の
が
捷
径
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
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お
わ
り
に

　

以
上
に
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

⑴　

敦
煌
文
献
「
発
病
書
」（
占
病
類
）
と
し
て
、
Ｐ
二
八
五
六
、
Ｐ
二
九
七
八
Ｖ
、
Ｐ
三
〇
八
一
、
Ｐ
三
〇
八
一
Ｖ
、
Ｐ
三
四
〇
二

Ｖ
、
Ｐ
三
五
五
六
Ｖ
、
Ｐ
四
七
三
二
Ｖ
、
Ｓ
一
四
六
八
、
Ｓ
六
一
九
六
、
Ｓ
六
二
一
六
、
Ｓ
六
三
四
六
、
Д
х
五
〇
六
Ｖ
、
Д
х
一

二
五
八
、
Д
х
一
二
五
九
、
Д
х
一
二
八
九
、
Д
х
二
九
七
七
、
Д
х
三
一
六
二
、
Д
х
三
一
六
五
、
Д
х
三
八
二
九
、
Д
х
四
二

五
三
、
Д
х
五
一
九
三
、
Д
х
五
九
二
四
、
Д
х
六
七
六
一
、
Д
х
六
七
六
一
Ｖ
、
羽
一
五
（
計
二
四
件
。
両
面
と
も
発
病
書
で
あ

る
も
の
、
枝
番
号
が
わ
か
れ
る
も
の
は
、
い
ず
れ
も
あ
わ
せ
て
一
件
と
数
え
た
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵　

ロ
シ
ア
蔵
敦
煌
文
献
の
「
発
病
書
」
は
「
天
牢
鬼
鏡
圖
并
推
得
日
法
」
と
題
し
た
同
一
の
粘
葉
装
の
残
葉
で
あ
る
Д
х
二
九
七
七
、

Д
х
三
一
六
五
、
Д
х
一
二
五
八
―
一
、
Д
х
三
一
六
二
＋
Д
х
一
二
五
八
―
二
、
Д
х
一
二
五
八
―
三
、
Д
х
六
七
六
一
、
Д
х

一
二
五
九
、
Д
х
一
二
八
九
、
Д
х
三
八
二
九
（
想
定
さ
れ
る
本
来
の
排
列
順
、「
＋
」
は
綴
合
関
係
）
を
第
一
グ
ル
ー
プ
と
し
、
Д

х
五
〇
六
Ｖ
＋
Д
х
五
九
二
四
が
第
二
グ
ル
ー
プ
を
な
し
、
そ
の
ほ
か
帰
属
不
明
の
細
片
、
Д
х
五
一
九
三
お
よ
び
Д
х
四
二
五
三

が
存
在
す
る
。

⑶　

ド
イ
ツ
蔵
吐
魯
番
文
献
の
う
ち
、
Ｃ
ｈ
四
六
八
、
Ｃ
ｈ
一
六
一
七
、
Ｃ
ｈ
三
一
四
八
、
Ｕ
三
八
八
七
の
四
件
が
先
行
研
究
の
指
摘

通
り
、
発
病
書
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
た
だ
し
Ｃ
ｈ
四
六
八
に
つ
い
て
先
行
研
究
が
「
推
十
干
病
法
」
と
の
類
似
性
か
ら
発

病
書
と
判
断
し
た
の
は
適
切
で
は
な
く
、「
発
病
書
（
推
五
子
日
病
法
）（
擬
）」
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

⑷　

安
倍
晴
明
撰
『
占
事
略
決
』
は
「
様
々
な
神
霊
の
仕
業
に
求
め
る
日
本
的
思
考
」
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
な
典
籍
と
考
え
ら
れ
る

が
、
す
く
な
く
と
も
『
占
事
略
決
』
占
病
祟
法
の
神
霊
名
等
は
あ
き
ら
か
に
敦
煌
吐
魯
番
「
発
病
書
」
の
そ
れ
と
酷
似
し
て
お
り
、
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占
法
の
基
本
原
理
の
み
な
ら
ず
、
神
霊
に
よ
る
世
界
観
に
つ
い
て
も
中
国
か
ら
の
影
響
が
み
う
け
ら
れ
る
。
こ
れ
を
変
容
さ
せ
て
い

く
日
本
的
思
考
を
み
き
わ
め
て
い
く
た
め
に
も
、
今
後
、
敦
煌
吐
魯
番
文
献
研
究
の
一
層
の
進
展
が
の
ぞ
ま
れ
よ
う
。

註（
１
）	

黄
正
建
『
敦
煌
占
卜
文
書
与
唐
五
代
占
卜
研
究
』（
学
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）。（
一
三
六
～
一
四
六
頁
、
黄
正
建
「
雑
占
章
」（
張
弓

（
主
編
）『
敦
煌
典
籍
与
唐
五
代
歴
史
文
化
』（
下
卷
）、（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
２
）	H

arper, D
onald, Iatrom

ancie, In K
alinow

ski, M
arc.

（ed.

） D
ivination et societe dans la Chine m

edievale

，2003, Paris, 
BnF., H

arper, D
onald, “D

unhuang Iatrom
antic M

anuscripts: P. 2856 R and P. 2675 V
” In V

ivienne Lo and Christopher 
Cullen

（ed.

）M
edieval Chinese M

edicine: T
he D

unhuang M
edical M

anuscripts, 2005, London, Routledge.

（
３
）	

劉
永
明
「
敦
煌
道
教
的
世
俗
化
之
路

―
敦
煌
『
発
病
書
』
硏
究
」（『
敦
煌
学
輯
刊
』
二
〇
〇
六
年
第
一
期
、
鄭
炳
林
（
主
編
）『
敦
煌
帰

義
軍
史
研
究
四
編
』
三
秦
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
五
〇
〇
―
五
三
一
頁
、
に
収
録
。
以
下
で
は
本
論
文
に
つ
い
て
は
『
四
編
』
の
頁
数
を

示
す
）。
劉
永
明
「
日
本
杏
雨
書
屋
蔵
敦
煌
道
教
及
相
関
文
献
研
読
札
記
」（『
敦
煌
学
輯
刊
』
二
〇
一
〇
年
第
三
期
、
二
〇
一
〇
年
）、
な
お

筆
者
は
杏
雨
書
屋
が
『
敦
煌
秘
笈・

影
片
冊
一
』
を
公
開
後
に
杏
雨
書
屋
研
究
奨
励
「
敦
煌
本
『
新
修
本
草
』
の
研
究
』」
を
う
け
た
の
に
伴

い
、
羽
一
五
を
実
見
調
査
し
た
。
劉
氏
の
分
析
が
的
確
と
考
え
て
い
る
。

（
４
）	

栄
新
江
（
編
）『
吐
魯
番
文
書
総
目

―
欧
美
收
蔵
巻
』（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
５
）	

李
応
存・

李
金
田・

史
正
剛
『
俄
羅
斯
蔵
敦
煌
医
薬
文
献
輯
要
』（
甘
粛
科
学
技
術
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
一
二
四
～
一
三
七
頁
）。

（
６
）	

科
学
研
究
費・

若
手
研
究
（
Ｂ
）「
唐
五
代
期
に
お
け
る
実
用
典
籍
の
読
者
層
の
研
究

―
中
国
西
北
出
土
古
文
献
を
中
心
に
（
代
表
者
：

岩
本
篤
志
、
研
究
課
題
番
号
：
二
一
七
二
〇
二
五
七
）」
二
〇
〇
九
～
二
〇
一
一
年
に
よ
る
調
査
の
一
環
で
あ
っ
た
。

（
７
）	

前
掲
、
黄
『
敦
煌
占
卜
文
書
与
唐
五
代
占
卜
研
究
』
三
三
～
三
六
頁
。

（
８
）	H

arper, 2003, op. cit., pp.471-493, pp.498-507.

（
９
）	

な
お
、
Ｐ
四
七
三
二
Ｖ
は
ハ
ー
パ
ー
の
み
が
発
病
書
の
断
片
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。H

arper, 2003, op. cit., p.504. 

ハ
ー
パ
ー
は
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「
推
得
病
時
法
」
に
分
類
で
き
る
Ｐ
二
八
五
六
と
Ｓ
六
三
四
六
の
語
彙
と
の
共
通
性
を
指
摘
し
て
お
り
、
そ
の
点
は
同
意
で
き
る
が
、「
丑
未

日
」
と
い
う
語
彙
か
ら
す
れ
ば
「
時
法
」
で
な
く
「
日
法
」
で
あ
ろ
う
。「
推
得
病
日
法
」
ま
た
は
「
推
五
子
日
病
法
」
の
一
部
と
推
測
す

る
。
ま
た
、
Ｐ
二
八
五
六
の
各
占
法
の
見
出
し
の
う
ち
、
拙
論
表
１
の
Ｆ
～
Ｈ
に
あ
た
る
見
出
し
の
冒
頭
に
「
右
件
」
と
あ
る
の
で
、
通
例

で
あ
れ
ば
前
行
ま
で
の
内
容
の
見
出
し
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
ハ
ー
パ
ー
は
書
写
者
の
誤
り
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。H

arper, 2003, 
op. cit., p.500. 

従
う
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
。

（
10
）	

前
掲
、
劉
「
敦
煌
道
教
的
世
俗
化
之
路

―
敦
煌
『
発
病
書
』
硏
究
」。
こ
の
ほ
か
に
Ｐ
二
八
五
九
『
五
兆
要
訣
』、
北
新
八
三
六
『
逆
刺

占
』、
北
新
八
七
五
「
占
八
卦
人
来
卜
法
」
に
占
病
法
で
あ
る
「
占
十
二
時
来
法
」
が
見
い
だ
せ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
劉
永
明
「
敦
煌

占
卜
与
道
教
初
探
―
以
Ｐ
二
八
五
九
『
五
兆
要
訣
略
』『
逆
刺
占
』
為
核
心
」（『
敦
煌
学
輯
刊
』
二
〇
〇
四
年
第
二
期
、
前
掲
、『
敦
煌
帰
義

軍
史
研
究
四
編
』
五
八
四
―
六
〇
一
頁
、
所
収
）。

（
11
）「
発
病
書
」
の
鬼
神
、
十
二
月
将
に
つ
い
て
は
特
に
劉
永
明
「
敦
煌
占
卜
文
書
中
的
鬼
神
信
仰
研
究
」、（『
敦
煌
写
本
研
究
年
報
』
第
五
号
、

二
〇
一
一
年
）
に
詳
し
い
。
ま
た
こ
の
劉
論
文
は
敦
煌
発
病
書
の
基
本
資
料
で
あ
る
Ｐ
二
八
五
六
に
つ
い
て
相
当
な
分
量
を
釈
読
し
て
示
し

て
い
る
。
な
お
「
発
病
書
」
を
含
む
敦
煌
文
献
全
般
に
出
現
す
る
神
霊・

鬼
神
に
つ
い
て
は
、
余
欣
『
神
道
人
心

―
唐
宋
之
際
敦
煌
民
生

宗
教
社
会
史
研
究
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
に
詳
し
い
。
拙
稿
「
書
評・

余
欣
著
『
神
道
人
心

―
唐
宋
之
際
敦
煌
民
生
宗
教
社
会
史

研
究
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
）

―
新
し
い
中
国
「
中
世
史
」
研
究
の
試
み
」（『
西
北
出
土
文
献
研
究
』
第
四
号
、
二
〇
〇
七
年
）
が
あ

る
。

（
12
）	

前
掲
、
劉
「
敦
煌
占
卜
文
書
中
的
鬼
神
信
仰
研
究
」
二
〇
～
二
一
頁
。
な
お
『
五
行
大
義
』
は
『
玄
女
式
経
』
を
引
用
し
て
十
二
月
将
を

説
明
し
て
い
る
。

（
13
）	

伊
藤
美
重
子
「
敦
煌
の
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
」（
同
『
敦
煌
文
書
に
み
る
学
校
教
育
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
14
）	

拙
稿
、「
敦
煌
占
怪
書
『
百
恠
図
』
考

―
杏
雨
書
屋
蔵
敦
煌
秘
笈
本
と
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
蔵
本
の
関
係
を
中
心
に
」（『
敦
煌
寫
本
研

究
年
報
』 

第
五
号
、
二
〇
一
一
年
）
で
も
同
様
の
推
測
を
し
た
。
鬼
を
病
因
と
し
、
そ
れ
を
撃
退
す
る
技
術
を
示
す
と
い
う
の
は
、
菊
池
章

太
『
神
呪
経
研
究
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
や
佐
々
木
聡
「『
女
青
鬼
律
』
に
見
え
る
鬼
神
観
お
よ
び
そ
の
受
容
と
展
開
」（『
東
方
宗

教
』
第
一
一
三
号
、
二
〇
〇
九
年
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
東
晋
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
道
教
経
典
『
女
青
鬼
律
』
や
『
洞
淵
神
呪
経
』
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な
ど
に
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
経
典
に
お
い
て
は
出
現
す
る
鬼
神
間
に
体
系
性
が
見
い
だ
さ
れ
、「
道
」「
天
師
」
な
ど
道
教
教
団

の
存
在
と
関
連
づ
け
る
よ
う
な
語
彙
が
頻
出
す
る
一
方
で
、
敦
煌
発
病
者
に
は
そ
う
し
た
語
彙
は
見
ら
れ
な
い
。
劉
永
明
は
敦
煌
発
病
書
に

用
い
ら
れ
て
い
る
「
天
帝
使
者
」「
北
斗
」「
南
斗
」
の
語
彙
等
に
道
教
由
来
の
要
素
を
見
い
だ
し
て
い
る
が
、
経
典
類
と
比
し
て
体
系
性
に

乏
し
い
こ
と
は
否
め
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
15
）	

前
掲
、
李
『
俄
羅
斯
蔵
敦
煌
医
薬
文
献
輯
要
』
一
二
四
～
一
三
七
頁
。

（
16
）	

孟
列
夫
（
編
） 『
俄
蔵
敦
煌
漢
文
写
巻
叙
録
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
六
二
〇
～
六
二
一
頁
。（
原
書
：Л. Н

. М
еньш

икова, 

О
писание кит

айских рукописей дуньхуанского ф
онда И

нст
ит

ут
а народов Азии, М

осква, 1963

）

（
17
）	

前
掲
、
黄
『
敦
煌
占
卜
文
書
与
唐
五
代
占
卜
研
究
』
一
四
二
頁
。

（
18
）	

前
掲
、
劉
「
敦
煌
道
教
的
世
俗
化
之
路
―
敦
煌
『
発
病
書
』
硏
究
」
五
〇
二
頁
。

（
19
）	「
天
牢
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
陰
陽
道
文
献
の
『
簠
簋
内
伝
』
第
二
に
「
天
牢
神
日
」、
第
三
に
「
推
天
牢
日
事
大
吉
也
」
と
い
う
記
述

が
あ
る
。（
中
村
璋
八
『
日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
（
増
補
版
）』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
六
六・

二
九
九
頁
）

（
20
）	

前
掲
、「
敦
煌
占
卜
文
書
中
的
鬼
神
信
仰
研
究
」
二
一
頁
の
表
を
参
照
。

（
21
）	「
酉
」
は
⑥・

７
の
欠
字
部
分
に
入
る
と
想
定
可
能
で
あ
る
。

（
22
）	『
簠
簋
内
伝
』「
八
神
吉
凶
事
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、『
日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
（
増
補
版
）』
を
参
照
し
た
。

（
23
）	H

arper, 2003, op. cit., p.477.

（
24
）	

前
掲
、
栄
『
吐
魯
番
文
書
総
目

―
欧
美
收
蔵
巻
』
三
八
、
一
三
五
、
二
五
五
、
六
二
八
頁
。

（
25
）	

前
掲
、
栄
『
吐
魯
番
文
書
総
目

―
欧
美
收
蔵
巻
』、
栄
新
江
「
徳
国
〝
吐
魯
番
収
集
品
〟
中
的
漢
文
典
籍
与
文
書
」（『
華
学
』
三
、
一
九

九
八
年
）、
小
口
雅
史
（
編
）『
在
ベ
ル
リ
ン・

ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
の
比
較
史
的
分
析
に
よ
る
古
代
ア
ジ
ア
律
令
制
の
研
究
』（
科
研
費
報
告

書
、
二
〇
〇
八
年
）
に
先
行
目
録
を
ふ
ま
え
た
総
合
目
録
が
収
録
さ
れ
る
。
な
お
正
規
版
は
Ｗ
ｅ
ｂ
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
公
開
さ
れ
て

い
る
。（http://aterui.i.hosei.ac.jp/oguchi/berlin/

）

（
26
）	

前
掲
、
中
村
璋
八
「
占
事
略
決
に
つ
い
て
」（
同
『
日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
（
増
補
版
）』、
五
六
～
五
七
頁
）
に
依
拠
し
て
テ
キ
ス
ト
を
提

示
し
た
。
な
お
、
山
下
克
明
『
陰
陽
師
再
考
』、（
同
『
平
安
時
代
の
宗
教
文
化
と
陰
陽
道
』、
岩
田
書
院
、
一
九
九
六
年
）
に
占
病
祟
法
を
整
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理
し
た
表
が
載
る
ほ
か
、
小
坂
眞
二
「『
占
事
略
決
』
翻
刻　

付
参
考
史
料
」（
同
『
安
倍
晴
明
撰
『
占
事
略
決
』
と
陰
陽
道
』
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
四
年
、
二
四
四
～
二
四
六
頁
）
に
翻
刻
と
あ
わ
せ
て
詳
細
な
関
連
史
料
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
27
）	
前
掲
、
山
下
『
平
安
時
代
の
宗
教
文
化
と
陰
陽
道
』、
五
〇
頁
。
病
事
占
で
病
因
が
特
定
さ
れ
た
後
の
治
病
法
に
つ
い
て
、
当
時
の
日
記
類

か
ら
そ
の
例
を
と
り
だ
し
て
い
る
。
敦
煌
術
数
文
献
の
理
解
の
上
で
も
示
唆
的
な
内
容
と
思
わ
れ
る
。

（
28
）	

前
掲
、
菊
池
『
神
呪
経
研
究
』
や
佐
々
木
「『
女
青
鬼
律
』
に
見
え
る
鬼
神
観
お
よ
び
そ
の
受
容
と
展
開
」
に
一
部
例
示
さ
れ
て
い
る
『
女

青
鬼
律
』
や
『
洞
淵
神
呪
経
』
の
神
霊
鬼
神
名
に
共
通
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。

（
29
）	

村
山
修
一
『
日
本
陰
陽
道
史
総
説
』（
塙
書
房
、
一
九
八
一
年
）、
二
六
～
一
三
八
頁
、
前
掲
、
中
村
『
日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
（
増
補

版
）』
二
五
～
三
八
頁
お
よ
び
同
「『
大
唐
陰
陽
書
』
考
」（
同
所
収
）
五
七
三
～
五
八
〇
頁
、
同
「
陰
陽
道
の
史
的
発
展
」（
同
所
収
）
五
九

二
～
六
〇
七
頁
の
ほ
か
、
山
下
克
明
「
陰
陽
道
の
典
拠
」（
前
掲
、
同
『
平
安
時
代
の
宗
教
文
化
と
陰
陽
道
』
所
収
）、
六
三
～
九
七
頁
を
参

照
し
た
。

（
30
）	

前
掲
、
中
村
「
占
事
略
決
に
つ
い
て
」
に
よ
る
。

（
31
）	

前
掲
、
小
坂
『
安
倍
晴
明
撰
『
占
事
略
決
』
と
陰
陽
道
』。
日
本
の
陰
陽
書
に
引
用
さ
れ
た
多
数
の
六
朝
隋
唐
期
の
典
籍
佚
文
の
収
集
作
業

を
ふ
ま
え
て
『
占
事
略
決
』
と
の
関
係
を
探
求
し
て
い
る
。
な
お
、
占
病
祟
法
に
つ
い
て
は
、
同
「
雑
事
占
と
そ
の
『
神
枢
霊
轄
経
』
と
の

関
係
」（
前
掲
『
安
倍
晴
明
撰
『
占
事
略
決
』
と
陰
陽
道
』
所
収
）
一
四
三
～
一
四
八
頁
、
に
「
典
拠
書
を
知
る
手
が
か
り
と
な
り
そ
う
な
も

の
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
奈
良
時
代
に
整
備
さ
れ
、
そ
の
後
の
崇
法
の
規
準
と
な
っ
た
も
の
に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」、
ま
た
「
本
記
の

鬼
神
観
は
、
中
国
の
も
の
、
そ
れ
も
、
六
朝
期
段
階
ご
ろ
の
も
の
を
伝
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

（
32
）	

前
掲
、
山
下
『
平
安
時
代
の
宗
教
文
化
と
陰
陽
道
』、
三
〇
頁
。

（
33
）	「
異
国
の
文
化
の
受
容
と
そ
の
展
開
は
そ
れ
を
受
容
す
る
側
の
諸
条
件
の
上
に
成
り
立
ち
、
そ
の
過
程
で
様
々
な
選
択
と
変
容
を
と
も
な
う

こ
と
に
留
意
す
べ
き
」（
前
掲
、
山
下
『
陰
陽
師
再
考
』）
と
い
う
指
摘
は
日
中
相
互
の
史
料
を
比
較
し
て
い
く
際
に
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

※
本
稿
は
科
学
研
究
費・

基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
学
界
未
利
用
の
在
東
欧・

北
欧
所
蔵
西
域
出
土
文
書
を
用
い
た
、
東
ア
ジ
ア
新
古
文
書
学
の
創
造

的
研
究
」（
代
表
者
：
小
口
雅
史
、
研
究
課
題
番
号
：
二
四
四
〇
一
〇
二
六
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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（
二
〇
一
二
年
十
二
月
十
二
日
受
理
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
十
九
日
採
択
）
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